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【
研
究
報
告
】 

『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前
郡
条
の
研
究
② 

坂
江
渉
・
井
上
勝
博
・
高
橋
明
裕
・
松
下
正
和 

 

は
じ
め
に 

  

本
編
は
、
平
成
二
四
（
二
○
一
二
）
年
度
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
坂
江
渉
・
井
上
勝
博
・
高
橋

明
裕
と
近
代
姫
路
大
学
の
松
下
正
和
の
、
合
わ
せ
て
四
名
（
以
下
、
古
代
史
チ
ー
ム
と
記
す
場
合
が
あ
る
）
に
よ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前

郡
条
の
共
同
研
究
成
果
の
報
告
書
で
あ
る
。 

 

昨
年
度
か
ら
、
古
代
史
チ
ー
ム
で
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
神
前
郡
条
の
う
ち
、
福
崎
町
域
を
中
心
と
す
る
関
連
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
各
条
の
史
料
校
訂
と
注
釈
を
お
こ
な
っ
た
。
と
く
に
神
前
郡
条
冒
頭
部
（
＝
か
む
さ
き
の
地
名
の
い
わ
れ
を
語
る
箇

所
）
・
川
辺
里
条
・
高
岡
里
条
と
「
神
前
山
と
坂
戸
の
神
」
の
問
題
な
ど
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
神

戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
編
『
ふ
く
さ
き
再
発
見
～
歴
史
を
た
ず
ね
て
～
』
に
お
い
て
発
表
し
た
（
同
セ
ン
タ
ー
刊
、

二
○
一
二
年
三
月
。
本
書
に
つ
い
て
は
神
戸
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
ーh

ttp
://w

w
w

.lib
.k

o
b

e
-u

.a
c

.jp
/re

p
o

s
ito

ry
/8

1
0

0
3

8
5

2
.p

d
f

で
み
る

こ
と
が
で
き
る
）
。 

 

今
年
度
も
各
自
が
独
自
の
研
究
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
二
○
一
二
年
八
月
二
九
日
～
三
○
日
に
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
神
前
郡
多
駝

里
条
に
み
え
る
「
八
千

や

ち

軍く
さ

野の

」
の
比
定
地
、
福
崎
町
八
千
種
で
の
聞
き
取
り
調
査
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
わ
ず
か
二
日
間
の

調
査
だ
っ
た
の
で
十
分
で
は
な
い
が
、
本
編
で
は
こ
れ
を
含
め
た
古
代
史
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
調
査
・
研
究
成
果
を
記
す
。 

 

第
一
章
は
、
坂
江
・
井
上
・
高
橋
の
三
人
が
、
福
崎
町
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
お
こ
な
っ
た
風
土
記
の
故
地
、
福
崎
町
八
千
種
地
区
で
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の
聞
き
取
り
調
査
の
ま
と
め
で
あ
る
。
八
千
種
地
域
は
、
江
戸
時
代
の
旧
村
（
大
字
）
で
い
う
と
、
「
庄
村
」
「
余
田
村
」
「
鍛
冶
屋
村
」
「
小

倉
村
」
の
四
村
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
今
回
は
福
崎
町
教
育
委
員
会
の
紹
介
に
も
と
づ
き
、
こ
の
う
ち
「
庄
村
」
と
「
鍛
冶
屋
村
」
に
あ
た

る
地
区
で
の
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
章
は
、
井
上
勝
博
に
よ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前
郡
多
駝

た

だ

里
の
冒
頭
か
ら
邑
曰

お
ほ
わ
ち

野の

条
ま
で
の

史
料
校
訂
と
そ
の
註
釈
で
あ
る
。
ま
た
第
三
章
は
、
松
下
正
和
が
、
福
崎
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
『
福
崎
町
文
化
』
に
記
し
た
論

考
「
播
磨
国
風
土
記
の
地
名
が
語
る
古
代
の
神
崎
郡
」
を
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
松
下
正
和
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
福
崎
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
平
成
二
四
年
度
特
別
展
『
播
磨
国
風
土
記
～
い
に
し
え
の

福
崎
地
名
探
訪
～
』
の
図
録
作
成
に
も
全
面
協
力
し
た
（
同
図
録
は
、
平
成
二
四
年
一
○
月
一
九
日
に
福
崎
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
編

に
よ
り
、
福
崎
町
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
論
考
の
文
責
は
、
各
文
末
の
括
弧
内
に
記
し
た
担
当
者
が
負
う
。
ま
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
は
、
単
に
風
土
記

と
記
す
場
合
が
あ
る
。 

（
坂
江 

渉
） 

 

第
一
章 

「
庄
地
区
」
と
「
鍛
冶
屋
地
区
」
で
の
聞
き
取
り
調
査 

 

◆
「
や
ち
く
さ
」
の
地
名 

 

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
多
駝
里
に
は
、
「
邑
曰
野
」
と
「
八
千
軍
野
」
と
い
う
二
つ
の
野
と
、
「
粳
岡

ぬ
か
お
か

」
と
い
う
丘
陵
の
地
名
由
来
話
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
八
千
軍
野
」
の
地
名
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
、
「
八
千
軍
と
云
ふ
所
以
は
、

天
あ
め
の

日
桙

ひ
ぼ
こ
の

命
み
こ
と

の

軍
い
く
さ

、
八
千

や

ち

あ
り
き
。

故
に
八
千
軍
野
と
曰い

ふ
」
と
い
う
神
話
が
み
え
て
い
る
（
風
土
記
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
『
播
磨
国
風

土
記
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
五
年
を
参
照
し
た
。
以
下
同
じ
）
。
こ
の
野
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
多
駝
里
の
「
た
だ
」
と
い
う
地
名
は
、
現
在
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の
姫
路
市
多
田
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
現
存
す
る
「
八
千
種
」
の
地
名
の
位
置
か
ら
み
て
、
右
の
「
八
千
軍
野
」
は
多
駝
里
の
か

な
り
北
よ
り
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
八
千
軍
野
」
の
比
定
地
を
現
在
の
福
崎
町
八
千
種
地
区
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
、
諸
説
異
論
は
な
い
。

「
や
ち
く
さ
」
と
い
う
地
名
の
「
八
千
」
は
多
数
を
意
味
す
る
「
聖
数
」
で
あ
る
か
ら
（
神
崎
勝
『
講
座
「
播
磨
国
風
土
記
」
第
二
十
五
回
』

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
妙
見
山
麓
遺
跡
調
査
会
刊
、
二
○
一
○
年
）
、
非
常
の
多
く
の
「
草
」
が
生
え
る
野
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
や
ち
く
さ
」
と
い
う
地
名
は
、
風
土
記
の
時
代
以
降
も
消
滅
せ
ず
、
後
の
中
世
に
も
存
続
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。
一
四
世

紀
の
史
料
に
は
、
「
蔭
山
庄
内
八
千
草
村
」
と
出
て
く
る
（
正
和
五
年<

一
三
一
六>

七
月
二
七
日
一
音
院
領
目
録
『
九
条
家
文
書
』
）
。
ま
た

そ
れ
を
遡
る
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
八
月
の
「
御
所
大
番
役
定
書
案
」
に
は
、
蔭
山
庄
内
の
村
と
し
て
七
つ
あ
り
、
「
山
田
村
」
「
砥
堀
村
」

「
多
田
村
」
「
に
し
の
む
ら
」
「
下
村
」
「
中
村
」
と
と
も
に
、
「
八
千
草
村
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
風
土
記
の
時
代
の
「
八
千
軍
野
」
あ
た
り
に
も
、
人
の
住
ま
う
「
八
千
軍
村
」
と
い
う
村
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

事
実
、
考
古
学
的
に
み
る
と
、
現
在
の
八
千
種
の
小
倉
地
区
の
東
方
の
尾
根
筋
の
先
端
部
に
は
、
須
恵
器
の
窯
跡
遺
構
の
「
福
井
谷
遺
跡
」
、
人
形

ひ
と
が
た

が
出
土
し
た
「
八
千
種
庄
文
治
遺
跡
」
、
何
ら
か
の
柱
穴
の
見
つ
か
っ
た
「
八
千
種
庄
文
治
口
遺
跡
」
な
ど
の
遺
跡
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
西
南
付
近
に
あ
る
「
春
日
山
」
の
姥う

ば

ヶ

懐
ふ
と
こ
ろ

古
墓

こ

ぼ

か
ら
は
、
鴟
尾

し

び

棺か
ん

（
＝
寺
院
の
屋
根
の
棟
の
両
端
に
の
せ
る
鴟
尾
を

棺
ひ
つ
ぎ

に
転
用
し

た
も
の
）
も
出
土
し
、
一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
あ
た
り
に
は
、
須
恵
器
等
を
つ
く
る
工
人
集
団
が
居
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

て
い
る
（
福
崎
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
播
磨
国
風
土
記
～
い
に
し
え
の
福
崎
地
名
探
訪
～
』
福
崎
町
教
育
委
員
会
、
二
○
一
二
年
）
。 

 

こ
の
よ
う
に
歴
史
的
、
考
古
学
的
に
み
て
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
福
崎
町
八
千
種
町
の
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
意
義
を

も
つ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
そ
の
う
ち
「
庄
村
」
と
「
鍛
冶
屋
村
」
に
あ
た
る
地
区
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
が
今
年
度
の
活
動
で
あ

っ
た
。
以
下
、
聞
き
取
り
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
坂
江 

渉
） 
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◆
庄
地
区
で
の
聞
き
取
り
調
査 

     

■
天
台
宗
、
元
三
大
師
の
護
符 

○ 

Ａ
氏
の
お
宅
は
天
台
宗
。
玄
関
に
は
比
叡
山
横
河

よ

か

わ

の
元が

ん

三さ

ん

大
師
（
角
大
師
）
の
厄
除
け
の
護
符
が
貼
ら
れ
て
あ
る
。 

○ 

庄
地
区
は
天
台
宗
の
家
が
多
い
と
の
こ
と
。
厄
除
け
の
護
符
は
、
毎
年
の
暮
れ
、
地
区
内
に
あ
る
天
台
宗
寺
院
の
常
住
寺
か
ら
配
布
。 

■
庄
地
区
の
全
体
、
世
帯
数
等 

○ 

庄
地
区
の
だ
い
た
い
の
境
域
を
お
二
人
に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
く
（
ゼ
ン
リ
ン
地
図
の
コ
ピ
ー
図
上
に
）
。
地
区
内
の
西
側
の
平
田
川

近
く
の
地
域
は
、
新
し
く
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
新
興
住
宅
も
あ
る
。 

○ 

隣
保
組
織
は
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。 

○ 

地
区
の
全
世
帯
数
は
二
七
四
軒
だ
っ
た
は
ず
。 

○ 

庄
地
区
全
体
の
統
括
機
関
と
し
て
「
庄
公
民
館
」
が
あ
る
。 

○ 

庄
地
区
の
共
有
財
産
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
か
な
り
離
れ
た
市
川
町
の
勢
賀

せ

か

に
、
材
木
等
の
伐
り
だ
し
用
の
共
有
財
産
が
残
っ
て
お

り
、
共
有
山
組
合
が
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
（
他
の
地
区
と
合
わ
せ
て
、
旧
七
ヶ
村
の
体
制
で
。
た
だ
し
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い

は
ず
）
。 

 ・
調
査
日
：
二
○
一
二
年
八
月
二
九
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
午
後
四
時
頃
ま
で
。 

 

・
調
査
場
所
と
協
力
者
：
元
学
校
教
員
の
Ａ
氏
宅
に
て
。
Ａ
氏
の
ほ
か
、
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
さ
れ
る
Ｂ
氏
か
ら
聞
き
取
り
。 

 

・
調
査
者
：
坂
江
渉
、
高
橋
明
裕
、
井
上
勝
博
、
村
上
由
希
子
（
福
崎
町
教
育
委
員
会
） 
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■
生
業
、
仕
事 

○ 

地
区
の
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
農
家
。
地
区
内
に
商
売
を
し
て
い
た
お
宅
は
わ
ず
か
。 

○ 
余
田
地
区
に
は
染
め
物
屋
な
ど
も
あ
る
。 

■
氏
神 

○ 

氏
神
と
し
て
は
若
宮
神
社
（
構
神
社
）
が
あ
る
。
「
地
神
社
」
と
も
い
う
（
八
千
草
二
三
七
三
番
地
）
。 

○ 

庄
、
鍛
冶
屋
・
余
田
・
小
倉
四
村
の
郷
社
と
し
て
「
大
歳
神
社
」
が
あ
る
（
聞
き
取
り
後
、
Ｂ
氏
の
案
内
で
訪
問
。
写
真
撮
影
。
か
な

り
立
派
な
社
叢
あ
り
。
手
前
に
た
め
池
が
み
え
る
）
。 

○ 

秋
の
体
育
の
日
に
は
、
旧
四
村
か
ら
「
ふ
と
ん
屋
台
」
が
繰
り
出
す
盛
大
な
祭
り
が
あ
る
。
た
だ
し
昨
今
、
小
倉
地
区
の
屋
台
が
出
な

く
な
っ
た
。 

○ 

秋
祭
り
用
の
屋
台
は
、
庄
地
区
内
の
常
住
寺
地
区
の
「
屋
台
蔵
」
に
て
管
理
さ
れ
る
。 

■
寺
院 

○ 

庄
地
区
に
は
寺
院
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
天
台
宗
の
常
住
寺
。
も
う
一
つ
は
西
本
願
寺
派
の
圓
照
寺
。 

■
か
つ
て
の
景
観 

○ 

地
区
内
の
平
田
川
の
流
れ
る
西
側
の
台
地
上
に
は
、
南
北
に
連
な
る
松
林
が
あ
っ
た
。 

○ 

現
在
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
近
世
絵
図
に
は
「
松
林
」
の
風
景
が
画
か
れ
て
い
る
。 

○ 

そ
こ
に
は
「
キ
ツ
ネ
」
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。 

■
田
ん
ぼ
、
水
利
、
た
め
池 

○ 

地
区
内
の
田
ん
ぼ
の
水
利
は
、
ほ
と
ん
ど
東
側
に
あ
る
二
つ
の
池
で
賄
っ
て
い
る
。 

○ 

水
利
組
合
が
あ
る
。 
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○ 

た
め
池
に
つ
い
て
は
、
村
の
行
事
と
し
て
「
ジ
ャ
コ
取
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
（
一
一
月
以
降
）
。 

○ 

近
年
、
小
学
校
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
一
一
月
に
「
ジ
ャ
コ
取
り
」
を
新
池
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
お
こ
な
う
予
定
。 

○ 
た
め
池
を
め
ぐ
る
神
事
と
し
て
は
、
西
側
の
宮
ノ
池
の
弁
天
島
に
札
を
お
く
行
事
が
あ
っ
た
。 

○ 

庄
地
区
の
西
側
の
田
は
、
昔
か
ら
湿
田
が
多
く
ユ
ル
ユ
ル
の
田
が
多
か
っ
た
と
き
く
。
圃
場
整
備
に
よ
り
そ
ん
な
こ
と
も
解
決
さ
れ
た
。 

■
村
遊
び
、
村
内
行
事 

○ 

た
め
池
の
近
く
に
あ
る
愛
宕
山
に
、
ト
ン
ド
の
日
の
夜
に
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
肝
試
し
を
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。 

○ 

八
千
種
小
学
校
で
は
、
毎
年
定
期
的
な
遠
足
、
山
登
り
と
し
て
春
日
山
に
上
っ
て
い
る
。 

○ 

春
日
山
は
庄
地
区
の
人
た
ち
か
ら
み
て
、
自
分
た
ち
の
山
と
い
う
意
識
が
強
い
よ
う
に
思
う
。 

○ 

後
藤
又
兵
衛
の
山
城
作
り
に
関
わ
る
歴
史
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
住
民
が
多
い
。 

○ 

春
日
山
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
は
山
麓
部
に
春
日
神
社
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
年
九
四
歳
に
な
る
老
人
の
方
に
聞
い
た
ら
、
い

ろ
い
ろ
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。 

■
他
所
と
の
付
き
合
い
、
往
来
に
つ
い
て 

○ 

加
西
市
の
北
条
と
の
行
き
来
は
か
な
り
昔
か
ら
あ
る
。
自
転
車
で
行
く
の
は
か
な
り
き
つ
い
が
、
そ
の
伝
統
は
強
い
よ
う
に
思
う
。
婚

姻
に
つ
い
て
の
つ
な
が
り
も
強
い
。 

○ 

北
条
町
に
は
、
八
千
種
地
区
の
人
が
商
売
を
し
て
成
功
し
た
例
が
多
く
、
昔
は
弁
当
屋
や
呉
服
屋
を
開
い
て
い
た
。 

■
伊
勢
講 

○ 

伊
勢
講
は
昔
盛
ん
だ
っ
た
。
今
は
廃
れ
て
い
る
。 

○ 

昔
は
伊
勢
参
り
を
し
て
き
た
人
を
、
加
西
市
と
の
境
界
の
福
井
谷
付
近
で
迎
え
る
行
事
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
小
倉
神
社
の

飛
び
地
に
な
っ
て
お
り
、
今
は
草
が
生
え
た
土
地
に
な
っ
て
い
る
。 
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○ 

福
井
谷
あ
た
り
に
は
「
境
」
と
い
う
小
字
も
の
こ
り
、
付
近
に
は
圃
場
整
備
に
と
も
な
う
発
掘
事
業
で
い
ろ
ん
な
古
い
遺
跡
や
遺
物
が

出
て
き
た
と
こ
ろ
。 

■
「
坂
迎
え
」
の
場
「
境
」 

○ 

Ａ
氏
宅
を
出
た
あ
と
、
Ｂ
氏
の
案
内
で
、
伊
勢
講
の
「
坂
迎
え
」
を
し
た
と
い
う
「
境
」
付
近
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
写
真
を
と
る
。 

             

（
坂
江 

渉
） 

 

歴史民俗資料館あたりからみた、住吉山（左）と春日山（右） 

伊勢講の「坂迎え」の場所（左の茂み） 
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◆
鍛
冶
屋
地
区
で
の
聞
き
取
り
調
査 

    

 

■ 

鍛
冶
屋
区
の
世
帯
数
、
生
業
な
ど 

○ 

鍛
冶
屋
地
区
の
境
域
を
ゼ
ン
リ
ン
地
図
コ
ピ
ー
上
に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
く
。 

○ 

世
帯
数
一
三
八
戸
、
人
口
は
五
八
○
人
ほ
ど
。 

○ 

う
ち
農
家
戸
数
は
六
八
戸
。
た
だ
し
実
際
営
農
し
て
い
る
の
は
四
〇
戸
程
度
だ
が
、
こ
の
地
区
で
は
営
農
組
合
で
行
っ
て
い
る
の
で
休

耕
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

○ 

他
は
電
機
店
な
ど
事
業
所
が
若
干
。
基
本
は
農
業
が
生
業
で
あ
る
。 

■
春
日
山
に
つ
い
て 

○ 

春
日
山
は
山
頂
を
含
め
半
分
ほ
ど
が
鍛
冶
屋
区
の
境
域
内
だ
が
他
は
他
地
区
に
所
属
し
て
い
る
。 

○ 

飯
盛
山
が
春
日
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
こ
の
山
に
中
世
の
春
日
山
城
が
あ
っ
た
か
ら
。 

○ 

上
郡
の
赤
松
氏
配
下
の
後
藤
氏
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
こ
の
城
が
攻
め
ら
れ
た
こ
と
に
因
ん
で
「
八
千
軍
」
の
地
名

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
学
校
の
先
生
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
聞
い
た
。 

○ 

春
日
山
山
頂
に
対
す
る
信
仰
な
ど
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
頂
の
岩
の
凹
み
が
秀
吉
の
馬
の
蹄
の
跡
で
あ
る
な
ど
の

言
い
伝
え
が
あ
る
。 

・
調
査
日
：
二
○
一
二
年
八
月
三
○
日
（
木
）
午
前
九
時
～
一
一
時
頃
ま
で
。 

 

・
調
査
場
所
と
協
力
者
：
鍛
冶
屋
区
公
民
館
に
て
。
区
長
の
Ｃ
氏
の
ほ
か
、
Ｄ
氏
と
Ｅ
氏
の
三
人
。 

 

・
調
査
者
：
高
橋
明
裕
、
井
上
勝
博
、
井
上
舞
（
神
戸
大
）
、
板
垣
貴
志
（
神
戸
大
）
、
村
上
由
希
子
（
福
崎
町
教
育
委
員
会
） 
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■
屋
号
、
小
字
名
の
由
来
な
ど 

○ 

地
区
内
に
は
白
井
、
上
田
、
中
塚
の
苗
字
が
多
い
の
で
屋
号
で
呼
び
分
け
る
。 

○ 
春
日
山
城
の
厩
に
因
む
と
言
わ
れ
る
「
馬
場
先
」
、
主
屋
の
意
の
「
オ
モ
テ
（
表
？
）
」
、
地
蔵
の
前
の
家
が
「
堂
の
前
」
な
ど
の
屋

号
。 

○ 

春
日
山
の
南
麓
の
小
字
名
「
姥
ヶ
懐
」
は
財
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
の
言
い
伝
え
。 

○ 

Ｄ
家
は
余
田
地
区
の
嶺
雲
寺
が
菩
提
寺
。 

■
熊
野
神
社 

○ 

屋
台
収
蔵
庫
が
公
民
館
の
敷
地
に
あ
る
。 

○ 

秋
祭
り
は
現
在
は
一
〇
月
の
第
二
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。 

■
か
く
し
ほ
ち
ょ
う
じ
行
事 

○ 

一
月
七
日
～
九
日
に
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
ト
ン
ド
の
材
料
を
隠
す
の
で
「
か
く
し
ほ
ち
ょ
う
じ
」
と
い
う
。 

○ 

歳
ノ
塔
行
事
（
地
区
の
資
料
で
は
「
歳
の
塔
」
と
も
「
才
の
塔
」
と
も
。
昔
は
一
月
一
五
日
の
成
人
の
日
だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
一
月

九
日
夜
）
と
い
う
寝
ず
の
番
、
来
年
へ
の
引
継
ぎ
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
宮
の
塔
の
神
事
の
方
は
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
る
。 

○ 

八
人
の
塔
人
（
地
区
の
資
料
に
よ
る
。
頭
人
の
意
か
）
が
選
ば
れ
、
か
つ
て
は
隣
保
班
ご
と
に
各
家
で
宴
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
は

各
軒
が
場
所
が
と
れ
な
い
の
で
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
。 

○ 

「
お
塞
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
石
（
通
年
は
一
二
個
、
閏
年
は
一
三
個
）
を
「
お
塞
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
塞
神
社
で
掘
り
出
し
洗
浄
を
行

う
。
子
ど
も
た
ち
は
ト
ン
ド
の
材
料
を
地
区
内
の
ど
こ
か
に
隠
す
。
塔
人
は
こ
れ
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
、
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
火

が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
塔
人
と
子
ど
も
と
の
せ
め
ぎ
合
い
と
な
る
。
翌
朝
ま
で
隠
し
た
ト
ン
ド
材
料
が
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
の

歳
は
豊
作
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 
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○ 

ト
ン
ド
で
は
書
初
め
な
ど
も
焼
か
れ
、
燃
や
す
と
字
が
上
達
す
る
と
言
わ
れ
る
。
石
も
来
年
ま
で
温
か
い
と
い
う
。 

○ 

そ
れ
が
終
わ
る
と
狐
追
い
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
地
区
の
両
端
二
箇
所
に
御
幣
を
立
て
、
一
方
か
ら
二
手
に
分
か
れ
て
物
を
叩
い
て
音

を
立
て
な
が
ら
地
区
内
を
歩
く
。
厄
払
い
の
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

○ 

御
幣
を
立
て
る
場
所
を
地
図
上
で
示
し
て
も
ら
う
。
一
つ
は
多
田
と
の
境
界
、
も
う
一
つ
は
庄
地
区
側
か
ら
集
落
へ
の
入
り
口
。 

○ 

才
神
社
の
位
置
は
四
二
四
四
番
地
付
近
。 

○ 

二
、
三
〇
年
ほ
ど
前
、
法
政
大
学
の
研
究
者
が
一
週
間
泊
り
込
ん
で
ト
ン
ド
行
事
を
調
査
し
て
い
っ
た
。
最
近
も
大
学
生
が
調
査
に
来

て
い
る
。
福
崎
町
で
作
成
し
た
ビ
デ
オ
は
平
成
一
三
年
度
の
も
の
。 

■
虫
送
り 

○ 

八
月
二
四
日
、
寺
の
施
餓
鬼
の
後
に
戦
没
者
供
養
の
意
味
を
込
め
て
虫
送
り
行
事
を
行
う
。 

○ 

春
日
山
の
北
の
丘
陵
で
あ
る
「
小
飯
盛
」
（
愛
宕
山
と
も
言
う
）
に
松
明
を
も
っ
て
上
が
る
。 

○ 

小
飯
盛
に
は
か
つ
て
愛
宕
神
社
が
あ
っ
た
が
山
が
荒
れ
て
復
活
で
き
な
い
。
昔
は
薪
を
取
る
必
要
か
ら
山
に
入
り
管
理
が
で
き
て
い
た

が
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
雑
木
が
生
え
た
。 

○ 

こ
の
時
に
は
Ｄ
家
が
子
ど
も
た
ち
に
お
や
つ
を
配
っ
た
。
Ｄ
家
は
藩
の
ご
典
医
の
家
だ
っ
た
。 

■
地
区
の
行
事
、
獣
害
に
つ
い
て 

○ 

慰
霊
塔
、
小
学
校
か
ら
嶺
雲
寺
な
ど
歩
く
行
事
が
あ
る
。
千
人
規
模
で
参
加
す
る
。 

○ 

四
月
二
九
日
に
村
の
運
動
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
役
員
の
負
担
な
ど
も
あ
り
廃
止
さ
れ
た
。 

○ 

一
一
月
上
旬
に
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
、
地
区
の
物
産
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
。 

○ 

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
が
地
区
の
東
方
面
で
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
禁
猟
区
に
な
っ
て
い
る
関
係
が
あ
る
。
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
堤
に
穴
を
あ
け

る
被
害
が
あ
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
も
出
る
。 
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○ 

狐
追
い
に
つ
い
て
は
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
話
や
建
て
前
に
行
っ
て
い
る
間
に
油
揚
げ
を
と
ら
れ
た
話
な
ど
が
あ
る
程
度
で
、
特
に
狐
に

関
す
る
伝
説
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

■
た
め
池
の
管
理
と
水
利 

○ 

大
谷
上
池
と
大
谷
下
池
が
地
区
が
管
理
し
て
い
る
た
め
池
。 

○ 

た
め
池
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
町
の
一
斉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
参
加
す
る
程
度
。
春
は
水
路
の
清
掃
、
八
月
の
草
刈
、
道
路
の
清
掃
な

ど
年
に
二
回
程
度
出
る
の
み
。 

○ 

か
つ
て
、
地
区
の
水
掛
り
は
こ
の
た
め
池
で
す
べ
て
ま
か
な
っ
て
い
た
が
、
圃
場
整
備
に
と
も
な
っ
て
平
田
川
か
ら
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

が
な
さ
れ
、
た
め
池
か
ら
の
水
は
三
分
の
一
程
度
（
地
図
上
に
ポ
ン
プ
の
位
置
を
示
し
て
も
ら
う
）
。 

○ 

小
さ
い
頃
は
た
め
池
で
の
ジ
ャ
コ
取
り
を
や
っ
た
。
四
年
ほ
ど
前
に
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

■
地
区
の
寺
院
・
宗
派
、
講
な
ど 

○ 

地
区
内
の
西
邦
寺
は
後
藤
家
ゆ
か
り
の
寺
だ
っ
た
が
今
は
無
住
で
檀
家
も
な
い
。
黄
檗
宗
で
あ
る
。
古
い
五
輪
塔
が
あ
る
。
Ｄ
さ
ん
の

弟
さ
ん
が
管
理
し
て
い
る
。 

○ 

西
本
願
寺
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ほ
か
に
東
本
願
寺
や
嶺
雲
寺
の
曹
洞
宗
の
家
が
あ
る
。 

○ 

伊
勢
講
な
ど
は
特
に
な
い
。 

○ 

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
頼
母
子
講
が
あ
っ
た
。 

■
民
俗
行
事
と
多
田
地
区
と
の
関
わ
り 

○ 

か
つ
て
一
月
二
・
三
日
に
の
み
、
多
田
地
区
と
山
田
地
区
と
の
境
界
で
子
ど
も
同
士
の
け
ん
か
、
石
の
投
げ
合
い
が
行
わ
れ
た
（
け
ん

か
の
場
所
を
多
田
地
区
側
、
山
田
地
区
側
の
二
箇
所
を
示
し
て
も
ら
う
）
。 

○ 

石
を
投
げ
合
う
と
き
の
掛
け
声
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
分
は
ま
だ
小
さ
く
て
六
年
生
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
に
連
れ
て
行
か
れ
た
だ
け
な
の
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で
、
覚
え
て
い
な
い
。 

○ 

婚
姻
に
つ
い
て
も
多
田
と
の
行
き
来
が
比
較
的
多
い
。 

■
そ
の
他
の
他
地
域
と
の
関
わ
り 

○ 

加
西
へ
は
四
月
の
節
句
祭
り
、
八
月
の
四
万
六
千
日
で
行
く
。
田
原
の
文
殊
さ
ん
、
船
津
の
厄
神
さ
ん
な
ど
。 

○ 

姫
路
へ
た
ま
に
行
く
こ
と
が
あ
る
と
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。 

○ 

地
区
内
で
自
給
自
足
の
生
活
で
、
地
区
内
の
商
店
で
買
い
物
は
ほ
と
ん
ど
済
ま
せ
た
。 

■
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て 

○ 

昔
は
各
農
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
た
。
「
ば
く
ろ
う
さ
ん
」
の
斡
旋
が
あ
っ
た
。
庄
地
区
の
Ｆ
さ
ん
は
、
か
つ
て
博
労
を
務
め
て
お
り
、

現
在
、
牧
場
を
経
営
し
て
い
る
。 

○ 

子
ど
も
の
こ
ろ
、
改
修
前
の
平
田
川
で
牛
を
洗
っ
た
。 

■
区
有
文
書
、
区
の
財
産
に
つ
い
て 

○ 

区
有
文
書
（
村
絵
図
含
む
）
は
姫
路
の
県
立
歴
史
博
物
館
に
入
れ
て
あ
る
。 

○ 

寺
の
仏
像
が
盗
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

■
大
歳
神
社 

○ 

四
か
村
の
郷
社
大
歳
神
社
で
は
新
嘗
祭
・
建
国
記
念
祭
、
神
嘗
祭
な
ど
が
行
わ
れ
、
宮
総
代
が
参
加
し
て
い
る
。 

■
聞
き
取
り
直
後
の
地
区
内
巡
見 

○ 

熊
野
神
社
を
訪
れ
る
。
玉
垣
に
は
比
較
的
広
域
の
寄
付
者
の
名
前
が
見
ら
れ
た
（
写
真
撮
影
）
。 

○ 

「
お
塞
さ
ん
」
（
塞
神
社
）
と
し
て
示
さ
れ
た
地
点
を
訪
れ
る
。
春
日
山
の
南
西
麓
の
斜
面
が
村
の
墓
域
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
画

に
新
旧
の
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
こ
が
「
お
塞
さ
ん
」
と
思
わ
れ
る
。 
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○ 

地
区
南
側
の
御
幣
を
た
て
る
場
所
と
多
田
地
区
の
子
ど
も
と
の
け
ん
か
が
行
わ
れ
た
場
所
は
姫
路
市
と
の
境
で
、
ほ
ぼ
同
一
地
点
ら
し

い
。
何
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
河
原
な
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

             

 

（
高
橋 

明
裕
） 

▲塞神社付近 

▲御幣を立てる多田地区との村境 
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第
二
章 

『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前
郡
条
註
論 

 

◆
史
料
校
訂
と
註
釈 

 

本
研
究
で
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前
郡
条
の
史
料
校
訂
と
そ
の
註
釈
作
業
も
順
次
す
す
め
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
神
前
郡
条
の
冒
頭
に

つ
い
て
坂
江
渉
が
、
川
辺
里
条
に
つ
い
て
松
下
正
和
が
、
高
岡
里
条
に
つ
い
て
高
橋
明
裕
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
公
表
し
た
。
今
年
度

は
、
新
た
に
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
井
上
勝
博
が
、
風
土
記
の
神
前
郡
多
駝

た

だ

里
の
冒
頭
部
か
ら
邑
曰

お
ほ
わ
ち

野の

条
ま
で
の
史
料
校
訂
と
そ
の
註
釈
を
試

み
た
。
つ
ぎ
に
そ
の
成
果
を
示
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
坂
江 

渉
） 

 

◆
『
播
磨
国
風
土
記
』
神
前
郡
多
駝
里
条
（
冒
頭
部
～
邑
曰
野
） 

 

多
駝
里
（
邑
曰
野
・
八
千
軍
野
・
糠
岡
） 

土
中
下 
所
以
号
多
駝
者 

品
太
天
皇 

巡
行
之
時 

大
御
伴
人 

佐
伯
部
等
始
祖 

阿
我
乃
古 

申
欲
請
此
土 

爾
時 

天
皇
勅
云 

直
請
哉 

故
曰
多
駝 

所
以
云
邑
曰
野
者 

阿
遲
須
伎
高
日
古
尼
命
神 

在
於
新
次
社 
造
神
宮
於
此
野
之
時 

意
保
和
知
苅
廻
為
院 

故
名
邑
曰
野 

 
 

多
駝

た

だ

里
（
邑
曰

お

ほ

わ

ち

野
・
八
千
軍

や

ち

ぐ

さ

野
・
糠ぬ

か

岡お

か

） 

土つ

ち

は
中
の
下
な
り
。
多
駝
と
号な

づ

く
る
所
以

ゆ

ゑ

は
、
品ほ

む

太た

の
天
皇
、
巡
り
行
で
ま
し
し
時
、
大
御
伴
人

お

ほ

み

と

も

び

と

、

佐
伯
部

さ

へ

き

べ

等ら

が
始
祖
、
阿
我
乃
古

あ

が

の

こ

、
此
の
土ち

を
欲
請

こ

ひ
申
し
き
。
そ
の
時
、
天
皇
、
勅の

り
た
ま
ひ
し
く
、
「
直た

だ

に
請
ひ
つ
る
か
も
」
と
の
り

た
ま
ひ
き
。
故
、
多
駝
と
い
ふ
。 

邑
曰
野
と
い
ふ
所
以
は
、
阿
遲
須
伎
高
日
古
尼
命

あ

ぢ

す

き

た

か

ひ

こ

ね

の

み

こ

と

の
神
、
新
次

に

い

す

ぎ

の
社
に
在ま

し
て
、
神
宮
を
此
の
野
に
造
り
ま
し
し
時
、
意
保
和
知

お

ほ

わ

ち

を
苅
り
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廻
し
て
院か

き

と
為
し
た
ま
ひ
き
、
故
、
邑
曰
野
と
名
づ
く
。 

 

◆
西
光
寺
野
と
『
風
土
記
』
の
邑
曰
野 

 

『
風
土
記
』
の
時
代
、
神
前

か

ん

ざ

き

郡
多
駝
里
に
は
、
「
邑
曰
（
オ
ホ
ワ
チ
）
野
」
と
い
う
野
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
阿
遲
須
伎
高
日
古
尼
（
ア
ヂ

ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
）
」
と
い
う
神
が
「
神
宮
」
を
造
り
、
周
り
に
「
意
保
和
知
（
オ
ホ
ワ
チ
）
」
と
い
う
茅
（
チ
＝
カ
ヤ
）
を
刈
り
取
っ
て
編

ん
だ
「
院
（
カ
キ
）
」
を
廻
ら
せ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
野
を
「
オ
ホ
ワ
チ
野
」
と
名
づ
け
た
。
『
風
土
記
』
は
、
邑
曰
野
の
由
来
を
こ
う
説
く
。 

 

多
駝
里
の
遺
称

い

し

ょ

う

地
は
、
姫
路
市
山
田
町
多
田
。
邑
曰
野
の
他
、
『
風
土
記
』
が
あ
げ
る
多
駝
里
の
地
名
に
、
「
八
千
軍
野
」
と
「
糠
岡
」
が

あ
る
。
八
千
軍
野
は
福
崎
町
八
千
種
、
糠
岡
は
姫
路
市
船
津
町
八
幡
の
糠
塚
が
、
そ
れ
ぞ
れ
名
残

り
の
地
。
お
お
よ
そ
こ
う
し
た
広
が
り
を
持
つ
地
域
で
、
八
千
軍
野
―
八
千
種
あ
た
り
の
野
と
は

異
な
る
「
野
」
が
、
邑
曰
野
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
「
西
光
寺
野

さ

い

こ

う

じ

の

」
が
思
い
浮
か
ぶ
。
西
光
寺
野
は
、
福
崎
町
田
原
か
ら
姫
路
市
豊
富

と

よ

と

み

町

に
か
け
て
南
北
に
の
び
る
台
地
で
、
市
川
と
平
田
川
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
広
大
な
河
岸
段
丘
。

そ
の
段
層
は
、
七
段
か
ら
八
段
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
で
典
型
的
な
段
丘
は
、
播
磨
で

は
加
古
川
東
岸
を
除
い
て
は
み
ら
れ
な
い
際
立
っ
た
地
形
で
あ
る
。
多
田
も
、
こ
の
段
丘
上
の
地

だ
。 理

由
は
示
さ
な
い
が
、
吉
田
東
伍

よ

し

だ

と

う

ご

の
『
大
日
本

だ

い

に

ほ

ん

地
名

ち

め

い

辞
書

じ

し

ょ

』
は
、
西
光
寺
野
を
『
風
土
記
』
の

邑
曰
野
と
み
な
し
て
い
る
。
福
崎
町
出
身
の
国
文
学
者
、
井
上
通
泰

い

の

う

え

み

ち

や

す

も
、
吉
田
の
考
え
を
受
け
継

い
だ
。
多
駝
里
の
遺
称
地
・
多
田
も
西
光
寺
野
に
あ
る
の
だ
し
、
そ
の
存
在
感
か
ら
も
、
こ
の
野

を
多
駝
里
の
邑
曰
野
と
み
る
の
は
自
然
で
は
あ
る
。
西
光
寺
野
は
、
や
は
り
邑
曰
野
な
の
か
。 
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多駝里の故地  

 
 ◆

古
代
の
「
新
次
神
社
」
は
ど
こ
に
？ 

「
新
次
社
」
の
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
神
が
邑
曰
野
に
「
神
宮
」
を
造
っ
た
、
と
『
風
土
記
』
は
い
う
。
『
延
喜
式

え

ん

ぎ

し

き

』
神
名
帳

じ
ん
め
い
ち
ょ
う

に
あ

る
神
前
郡
「
新
次
神
社
」
が
、
こ
の
「
神
宮
」
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』
は
、
十
世
紀
初
め
に
朝
廷
が
編
さ
ん
し
た
、
法
制
度
や
儀
式
の

施
行
細
則
書
。
そ
の
神
名
帳
―
神
社
リ
ス
ト
に
載
る
「
延
喜
式
内
社

え

ん

ぎ

し

き

だ

い

し

ゃ

」
は
、
朝
廷
と
の
関
わ
り
も
深
く
格
式
は
高
い
。
新
次
神
社
は
、
神

前
郡
で
は
二
社
し
か
な
い
延
喜
式
内
社
の
一
つ
で
あ
る
。
新
次
神
社
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

そ
れ
が
、
邑
曰
野
の
在
り
か
の
手
が
か
り

と
な
る
。 

 

現
在
の
「
新
次
神
社
」
は
、
姫
路
市
豊
富
町
御
蔭

み

か

げ

に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
葛
城

か

つ

ら

ぎ

権
現

ご

ん

げ

ん

社
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
そ
の
頃
、
本
来
の
新
次
神
社
は
、
す
で
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
御
蔭
の
葛
城
権
現
社
が
古
代
以
来
の
新
次
神
社
と

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
に
入
っ
た
頃
で
、
姫
路
藩
が
定
め
た
。
土
地
の
古
老
た
ち
が
、
こ
の
神
社
を
新
次
神
社
と
し
て
言
い
伝

え
て
い
た
ら
し
い
。
祭
神
の
「
葛
城
大
神

か
つ
ら
ぎ
の
お
ほ
か
み

」
が
、
古
代
の
新
次
神
社
の
祭
神
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
の
異
名
で
あ
る
の
も
、
根
拠
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。
た
し
か
に
成
り
立
つ
話
で
は
あ
る
が
、
こ
の
神
社
が
多
駝
里
で
は
な
く
蔭か

げ

山や

ま

里
の
故
地
の
御
蔭
に
立
つ
こ
と
が
、
腑
に
落
ち
な
い
。 

 

こ
の
点
で
、
そ
も
そ
も
山
田
村
に
あ
っ
た
神
を
分
け
移
し
た
の
が
今
の
新
次
神
社
で
あ
る
、
と
い
う
古
老
の
話
が
伝
わ
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。

そ
こ
で
、
旧
山
田
村
の
近
辺
に
目
を
移
す
と
、
姫
路
市
船
津
町
の
瑞み

ず

岡お

か

神
社
が
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
を
祀
っ
て
い
る
。
瑞
岡
神
社
が
で
き

た
の
は
、
江
戸
末
期
。
近
く
の
山
田
村
西
多
田
に
あ
っ
た
小
さ
な

祠
ほ
こ
ら

を
移
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
現
在
、
旧
神
前
郡
の
内
で
ア
ジ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
（
「
葛
城
大
神
」
）
を
祀
る
の
は
、
瑞
岡
神
社
と
新
次
神
社
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

辻
つ
ま
は
合
う
。
古
代
の
新
次
神
社
は
、
多
田
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
（
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
）
中
世
に
廃す

た

れ
て
い
く
中
、
祭
神
を
分
け
祀

っ
て
、
旧
葛
城
権
現
社
―
今
の
新
次
神
社
と
な
っ
た
。
か
つ
て
西
多
田
の
名
も
な
い
祠
に
鎮
座
し
、
今
は
瑞
岡
神
社
に
祀
ら
れ
る
ア
ジ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
の
神
は
、
古
代
の
新
次
神
社
の
痕
跡
で
あ
る
・
・
・
。
お
お
よ
そ
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 
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 ◆
邑
曰
野
と
「
茅
」
と
西
光
寺
野 

茅ち

で
神
宮
の
垣
が
造
ら
れ
た
か
ら
邑
曰

お

ほ

わ

ち

野
と
い
う
、
と
『
風
土
記
』
は
語
る
。
野
に
生
い
茂
る
茅
が
、
印
象
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
芽
」

も
、
邑
曰
野
と
西
光
寺
野
と
を
結
び
つ
け
る
。 

福
崎
町
に
伝
わ
る
民
話
に
、
「
お
な
つ
狐
」
が
あ
る
。
女
狐
が
人
に
化
け
、
悪
さ
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
狐
の
す
み
か
は
、
西
光
寺
野
で

あ
る
。
西
光
寺
野
が
本
格
的
に
開
墾
さ
れ
る
の
は
大
正
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
一
面
の
ス
ス
キ
野
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

ス
ス
キ
は
「
尾
花

お

ば

な

」
と
も
い
う
。
穂
を
、
狐
の
尾
に
見
立
て
た
の
で
あ
る
。
正
岡

ま

さ

お

か

子
規

し

き

の
句
に
、
「

祭
ま
つ
り

見み

に
狐
も
尾
花
か
ざ
し
来こ

よ
」
と
あ

り
、
与
謝

よ

さ

蕪
村

ぶ

そ

ん

に
も
、
「

狐
き
つ
ね

火び

の
燃
え
つ
く
ば
か
り
枯か

れ

尾
花
」
の
句
が
あ
る
。
ス
ス
キ
と
狐
と
は
、
文
学
的
な
連
想
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い

た
。
「
お
な
つ
狐
」
も
、
西
光
寺
野
に
奥
深
く
広
が
る
ス
ス
キ
野
の
光
景
が
掻か

き
立
て
た
、
人
々
の
想
像
力
の
産
物
な
の
で
あ
ろ
う
。 

ス
ス
キ
は
、
す
な
わ
ち
「
芽
」
で
あ
る
。
西
光
寺
野
の
ス
ス
キ
の
群
生
は
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
芽
を
刈
り
取
っ
た
、
古
代
の
邑
曰
野

の
風
景
に
繋
が
る
。 

 

◆
邑
曰
野
の
遺
称
地
と
西
光
寺
野 

こ
う
し
て
、
吉
田
東
伍
や
井
上
通
泰
が
い
う
よ
う
に
、
『
風
土
記
』
の
邑
曰
野
を
西
光
寺
野
と
み
て
誤
り
は
な
い
よ
う
だ
。
が
、
そ
の
痕
跡

ら
し
き
地
名
は
、
多
駝
里
の
遺
称
地
・
多
田
の
近
辺
を
は
じ
め
、
神
前
郡
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
多
田
か
ら
南
東
へ
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
、
『
風
土
記
』
の
賀
毛

か

も

郡
に
あ
た
る
、
加
西
市
「
両
月
（
ワ
チ
）
町
」
が
気
に
な
る
。
前
身
の
「
月
（
ワ
チ
）
村
」
は
、
東
と
西
の
二

つ
の
村
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
後
に
合
わ
さ
っ
た
。
そ
れ
で
「
両
月
村
」
と
な
っ
た
が
、
訓よ

み
は
「
ワ
チ
村
」
で
、
こ
れ
が
現
在
の
地
名
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。 

井
上
通
泰
も
、
『
播
磨
国
風
土
記
新
考

は

り

ま

の

く

に

ふ

ど

き

し

ん

こ

う

』
の
中
で
、
両
月
と
邑
曰
野
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
井
上
は
、
古
代
の
邑
曰
野
は
現
在
の
山
田
町
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空から見た多田～両月の地形  

あ

た
り

を
中

心
と

す
る
曲
尺

か
ね
じ
ゃ
く

（

∟
）

の

よ
う

な
形

の
広
野

ひ

ろ

の

で
、

西
光

寺
野

が
そ

の
タ
テ

の
部
分
に
あ
た
り
、
両
月
を
ヨ
コ
の
部
分
の
右
（
東
）
端
と
考
え
た
。
邑
曰
野
は
二
つ
の

郡
に
わ
た
る
広
大
な
野
で
、
両
月
（
ワ
チ
）
は
そ
の
名
残
り
と
み
た
の
で
あ
る
。 

 

河
川
を
は
じ
め
、
一
つ
の
地
形
や
地
名
が
複
数
の
郡
を
ま
た
ぐ
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、

多
田
か
ら
両
月
に
か
け
て
の
地
形
を
、
一
つ
の
「
野
」
と
い
う
の
は
難
し
い
。
郡
境
は
、

南

北

か
ら

丘
陵

が

迫
る
長

細

い
回
廊

か

い

ろ

う

状

の
平

地

に
な
っ

て

い
る

。
こ

の

回
廊
状

の

地
形

が
、
西
光
寺
野
と
両
月
周
辺
の
「
野
」
と
を
分
け
、
そ
の
上
で
両
者
を
繋
い
で
い
る
と
い

っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。 

 
 ◆

「
ワ
チ
」
と
「
輪
地
」
と
「
月
」 

そ
も
そ
も
「
ワ
チ
」
と
は
、
猪
・
鹿
な
ど
の
野
獣
を
防
ぐ
た
め
堀
や
垣
を
廻
ら
し
た
耕
地
や
集
落
と
、
そ
の
周
囲
の
垣
な
ど
を
指
す
言
葉
ら

し
い
。
つ
ま
り
は
、
「
輪
地
」
で
あ
る
。
『
広
辞
苑
』
も
、
「
わ
ち
」
を
「
輪
地
」
と
し
、
「
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
害
を
防
ぐ
た
め
の
田
畑
の
外

囲
い
」
と
解
説
し
て
い
る
。
邑
曰
野
の
「
オ
ホ
ワ
チ
」
も
、
大
き
な
「
ワ
チ
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
『
風
土
記
』
の
説
話
は
、
垣
の
素
材
と

な
っ
た
茅
と
、
そ
の
垣
で
囲
ま
れ
た
「
神
宮
」
の
景
観
（
お
よ
び
垣
そ
の
も
の
）
と
し
て
の
「
ワ
チ
」
と
を
掛
け
た
も
の
と
よ
め
る
。
『
風
土

記
』
の
揖
保

い

ひ

ぼ

郡
「
家
内
谷

や

ぬ

ち

だ

に

」
は
、
周
り
に
垣
を
廻
ら
し
た
よ
う
な
地
形
の
谷
を
、
家
の
景
観
に
た
と
え
て
い
る
。
邑
曰
野
も
こ
の
類
で
、
野
を

「
輪
地
」
に
見
立
て
、
そ
の
形
成
を
神
の
仕
業

し

わ

ざ

と
し
た
の
だ
ろ
う
。 

「
ワ
チ
」
の
地
名
は
各
地
に
あ
り
、
こ
れ
ら
も
「
輪
地
」
状
の
地
形
か
ら
き
た
名
が
多
い
よ
う
だ
。
両
月
の
よ
う
に
、
「
月
」
の
字
を
あ
て

る
例
も
み
ら
れ
る
。
「
輪
地
」
が
、
往
々
に
し
て
三
日
月
状
に
な
る
か
ら
ら
し
い
（
「
月
の
輪
熊
」
の
「
月
の
輪
」
も
、
三
日
月
で
あ
る
）
。 

両
月
あ
た
り
の
地
形
も
、
下
里
川
と
丘
陵
と
に
挟
ま
れ
た
、
見
事
な
三
日
月
型
。
一
方
、
市
川
と
平
田
川
と
に
挟
ま
れ
て
南
北
に
湾
曲
し
な
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多田付近の前方後円墳  

が
ら
延
び
る
西
光
寺
野
も
、
い
か
に
も
「
輪
地
」
の
景
観
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
多
田
あ
た
り
の
段
丘
面
を
は
じ
め
、
上
位
の
段
丘
に
茂
る
芽

の
群
生
に
よ
っ
て
垣
の
よ
う
に
長
細
く
縁
ど
ら
れ
た
、
い
く
つ
も
の
西
光
寺
野
段
丘
面
を
総
称
し
て
オ
ホ
ワ
チ
ノ
と
呼
ん
だ
も
の
か
。
説
話
の

内
容
か
ら
は
、
そ
れ
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。 

邑
曰
野
と
両
月
付
近
と
は
、
隣
り
合
せ
の
「
ワ
チ
」
な
の
だ
ろ
う
。
「
オ
ホ
ワ
チ
野
」
は
、
そ
の
内
の
「
大
き
な
ワ
チ
」
を
指
し
た
も
の
で

も
あ
ろ
う
か
。
一
案
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。 

 
 

 

◆
多
田
地
域
に
集
中
す
る
前
方
後
円
墳 

多
田
あ
た
り
に
は
、
古
代
の
豪
族
の
墓
も
多
い
。
と
り
わ
け
、
大
和

や

ま

と

の
王
権
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
「
前
方
後
円
墳

ぜ

ん

ぽ

う

こ

う

え

ん

ふ

ん

」
が
集
中
す
る
。
六
世

紀
中
頃
の
前
方
後
円
墳
「
諏
訪

す

わ

の
岩い

わ

穴あ

な

古
墳
」
（
全
長
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
、
多
田
の
「
諏
訪

す

わ

神
社
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
東
へ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
多
田
と
北
山
田
の
境

の
小
丘
上
に
は
五
世
紀
の
「
清き

よ

盛も

り

塚づ

か

古
墳
」
（
全
長
約
四
六
メ
ー
ト
ル
）
、
そ
の
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
東
に
は
、
六
世
紀
中
頃
の
「
御
大
師
山

お

だ

い

し

や

ま

古
墳
」
（
全
長
約
二
八
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
御
大
師
山
古
墳
の
北
西
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
諏
訪
の
岩
穴
古
墳
か
ら
は
北
東
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
福
崎
町
と
の
境
の
小
高
い
山
に
も
、
「
東
多
田
一
号
墳
」
が
あ
る
。 

ほ
ぼ
半
径
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
圏
内
に
、
四
つ
も
の
前
方
後
円
墳
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
、
旧
神
前
郡
の
前
方
後
円
墳
は
、
こ
れ
以
外
に
は
二
つ
ほ
ど
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。

他
に
、
未
確
認
の
も
の
や
、
破
壊
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ
れ
ほ

ど
の
際
立
っ
た
集
中
は
圧
倒
的
で
あ
る
。 

諏
訪
の
岩
穴
古
墳
の
北
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
、
七
世
紀
後
半
の
古
代
寺
院
「
多
田

た

だ

廃
寺

は

い

じ

」
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も
存
在
し
た
。
寺
院
も
ま
た
、
王
権
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
。
延
喜
式
内
社
の
新
次
神
社
が
立
地
す
る
に
も
、
ふ
さ
わ
し
い
土
地
柄
で
は
あ
る
。

最
近
で
は
、
多
田
廃
寺
は
九
世
紀
頃
の
創
建
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
代
の
多
田
は
、
王
権
を
背
景
に
し
た
豪
族
が
、

そ
の
権
勢
を
見
せ
つ
け
て
き
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
地
の
名
が
行
政
単
位
と
し
て
の
里
全
体
の
名
称
と
な
っ
た
こ
と
に
も
合

点
が
い
く
の
だ
が
、
こ
う
し
た
地
域
性
は
、
多
駝
里
の
里
名
由
来
説
話
に
も
表
れ
て
い
る
。 

 ◆
『
風
土
記
』
の
説
話
か
ら
み
た
多
駝
里
と
王
権 

「
品ほ

む

太た

天
皇
」
（
応お

う

神じ

ん

天
皇
）
が
巡
行
し
て
来
た
時
、
従
者
の
「
阿
我
乃
古
（
ア
ガ
ノ
コ
）
」
が
、
土
地
を
賜
り
た
い
と
天
皇
に
願
い
出
た
。

そ
の
時
、
天
皇
は
、
「
直
（
た
だ
）
に
請
ひ
つ
る
か
も
」
（
人
も
介
さ
ず
直
々
に
願
い
出
た
こ
と
よ
）
と
応こ

た

え
た
。
そ
こ
で
、
阿
我
乃
古
が
賜

っ
た
地
は
「
タ
ダ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
里
名
と
な
っ
た
・
・
・
。
『
風
土
記
』
が
説
く
、
多
駝
里
の
名
の
由
来
で
あ
る
。 

『
風
土
記
』
で
は
、
阿
我
乃
古
は
「
佐
伯
部

さ

へ

き

べ

」
た
ち
の
「
始
祖
」
で
あ
る
。
一
方
、
『
風
土
記
』
と
同
じ
頃
に
朝
廷
が
編
さ
ん
し
た
歴
史
書

『
日
本

に

ほ

ん

書
記

し

ょ

き

』
で
は
、
彼
は
「
佐
伯
直

さ
へ
き
の
あ
た
え

」
と
し
て
現
れ
る
。
佐
伯
部
と
は
、
王
権
の
管
掌
の
下
で
各
地
に
配
さ
れ
、
軍
事
等
に
従
事
し
た
人
々
。

佐
伯
直
は
、
佐
伯
部
を
統
率
し
た
現
地
の
豪
族
。
佐
伯
部
の
始
祖
、
と
い
う
表
現
は
少
々
気
に
な
る
。
が
、
阿
我
乃
古
は
天
皇
の
巡
行
の
従
者

で
、
天
皇
か
ら
土
地
の
領
有
を
許
さ
れ
て
い
る
し
、
『
日
本
書
紀
』
で
も
天
皇
側
近
の
親
衛
隊
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
王
権
と
強

く
結
び
つ
い
た
播
磨
の
豪
族
「
佐
伯
直
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

播
磨
の
豪
族
が
巡
行
に
つ
き
従
い
、
土
地
の
領
有
を
王
権
か
ら
直
々
に
承
認
・
保
証
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
豪
族
と
王
権
と
の
親
密
な
結
び

つ
き
を
表
す
や
り
と
り
が
、
里
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
多
田
に
前
方
後
円
墳
や
古
代
寺
院
・
延
喜
式
内
社
等
が
集
中
す

る
こ
と
と
対
応
す
る
。 

 

『
風
土
記
』
は
、
神
前
郡
堲
岡
里
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
堲は

に

岡お

か

に
つ
い
て
、
大
汝
（
オ
ホ
ナ
ム
チ
）
と
小
比
古
尼
（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ネ
）
と
い

う
神
々
の
営
み
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
と
説
く
。
と
こ
ろ
が
続
け
て
、
応
神
天
皇
の
事
績

じ

せ

き

を
堲
岡
の
名
の
由
来
と
す
る
異
説
を
載
せ
る
。
ま
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た
、
堲
岡
里
の
「
生
野

い

く

の

」
は
、
「
荒
ぶ
る
神
」
が
そ
こ
で
人
々
を
害
す
る
た
め
「
死し

に

野の

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
を
、
応
神
天
皇
が
改
名
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
土
地
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
名
付
け
の
上
に
、
王
権
と
の
結
び
つ
き
を
重
ん
じ
た
新
た
な
由
来
が
、
改
名
を
も
と
も
な
い

な
が
ら
重
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
み
え
る
。
そ
し
て
多
駝
里
の
名
を
説
く
話
で
は
、
古
来
の
名
付
け
は
も
は
や
痕
跡
を
と
ど
め
な
い
。
説
話
に

も
明
ら
か
な
王
権
の
強
い
影
響
力
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

一
方
、
播
磨
諸
郡
の
名
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
を
み
る
と
、
南
東
五
郡
（
飾
磨

し

か

ま

・
賀か

毛も

・
加
古

か

こ

・
印
南

い

な

み

・
美
嚢

み

な

ぎ

）
は
天
皇
の
事
績
に
基
づ
き
、

そ
の
他
の
五
郡
（
託
賀

た

か

・
神
前

か

ん

ざ

き

・
揖
保

い

ひ

ぼ

・
宍
禾

し

さ

は

・
讃
容

さ

よ

）
は
地
域
の
神
や
巨
人
に
由
来
す
る
。
お
そ
ら
く
大
和
と
の
遠
近
も
あ
っ
て
、
王
権
と

の
結
び
つ
き
が
、
播
磨
で
も
東
南
寄
り
の
地
域
で
は
比
較
的
に
早
く
か
ら
強
ま
り
、
北
西
の
地
域
で
は
遅
れ
気
味
に
弱
含
み
で
進
ん
だ
こ
と
を

示
す
も
の
だ
ろ
う
。
北
西
五
郡
の
一
つ
で
あ
る
神
前
郡
の
名
も
、
播
磨
の
神
「
建
石
敷
命

た
て
い
わ
し
き
の
み
こ
と

」
が
鎮
座
す
る
と
い
う
「
神
前
山

か

ん

ざ

き

や

ま

」
か
ら
と
ら
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
神
前
郡
の
中
で
、
多
駝
里
は
、
王
権
の
力
が
目
立
っ
て
強
く
及
ん
だ
地
域
と
い
え
る
。 

 

◆
お
わ
り
に
か
え
て 

 

多
駝
里
に
つ
い
て
の
『
風
土
記
』
の
記
述
の
う
ち
、
冒
頭
部
と
邑
曰
野
を
中
心
に
考
え
て
み
た
。
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
「
糠
岡
」

と
「
八
千
軍
野
」
に
つ
い
て
も
、
本
文
の
内
容
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。 

 

糠
岡
と
八
千
軍
野
に
ま
つ
わ
る
説
話
は
、
と
も
に
「
伊
和
大
神
（
イ
ワ
ノ
オ
ホ
カ
ミ
）
」
と
「
天
日
桙
命
（
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
」

の
二
つ
の
神
の
争
い
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
伊
和
大
神
は
、
揖
保
川
流
域
を
本
拠
と
し
広
く
播
磨
に
信
仰
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
地
域
色
の
強
い
神

で
、
神
前
郡
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
建
石
敷
命
も
、
伊
和
大
神
の
子
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
風
土
記
』
の
中
で
伊
和
大
神
が
活
躍
す

る
の
は
、
郡
名
の
由
来
を
王
権
に
求
め
な
い
北
西
五
郡
と
ほ
ぼ
重
な
る
の
も
、
傾
向
と
し
て
は
う
な
ず
け
る
。
一
方
の
天
日
桙
命
は
朝
鮮
半
島

の
新
羅

し

ら

ぎ

か
ら
や
っ
て
来
た
神
と
さ
れ
、
渡
来

と

ら

い

系
の
人
々
や
王
権
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
こ
の
二
神
の
闘
い
は
、
伊
和
大
神
の
本
拠
で
あ
る
揖
保

郡
・
宍
禾
郡
の
記
述
に
も
み
え
、
結
局
、
天
日
桙
命
は
但
馬

た

じ

ま

に
退
い
て
出
石

い

づ

し

神
社
に
祀
ら
れ
る
（
実
際
、
出
石
神
社
の
祭
神
は
天
日
桙
命
で
あ
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る
）
。 

 
こ
の
神
々
の
闘
い
は
、
ど
ん
な
歴
史
的
事
実
を
物
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
文
で
取
り
上
げ
た
邑
曰
野
の
説
話
も
、
神
々
の
世
界
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
新
次
神
社
の
祭
神
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
、
「
葛
城
大
神
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
大
和
の
葛
城
を
本
拠
と
す
る
神
で
あ

る
。
が
、
一
方
で
こ
の
神
は
、
出
雲

い

ず

も

や
九
州
の
宗
像

む

な

か

た

と
も
縁
が
深
い
。
伊
和
大
神
も
出
雲
と
は
関
わ
り
深
い
が
、
そ
れ
も
背
景
に
あ
っ
て
の
こ

と
か
ど
う
か
、
『
風
土
記
』
で
は
、
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
は
伊
和
大
神
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
『
風
土
記
』

の
託
賀
郡
条
に
は
、
こ
の
神
の
痕
跡
を
示
す
説
話
が
の
こ
る
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
の
神
が
表
す
も
の
は
何
か
。 

 

一
方
、
多
駝
里
の
名
の
由
来
説
話
は
、
土
地
の
豪
族
と
天
皇
と
の
や
り
と
り
と
い
う
人
の
世
界
の
物
語
で
あ
り
、
神
々
の
話
よ
り
新
し
い
歴

史
の
層
に
含
ま
れ
る
と
い
え
る
。
こ
の
新
旧
二
つ
の
層
の
物
語
が
重
な
る
と
、
ど
ん
な
構
図
が
み
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
は
、
い
よ
い

よ
尽
き
な
い
。 

 

（
井
上 

勝
博
） 
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第
三
章 

論
考
編 

 
播
磨
国
風
土
記
の
地
名
が
語
る
古
代
の
神
崎
郡 

 

は
じ
め
に 

 

今
年
は
風
土
記

ふ

ど

き

編
纂

へ

ん

さ

ん

が
命
じ
ら
れ
て
一
三
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
風
土
記
と
は
和
銅

わ

ど

う

六
年
（
七
一
三
）
の
官
命

か

ん

め

い

に
応
え
、
地

方
の
各
国
府

こ

く

ふ

に
て
編
纂
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
地
誌

ち

し

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
も
の
は
、
後
世
に
出
来
た
別
の

書
物
に
部
分
的
に
引
用
さ
れ
た
「
風
土
記
逸
文

い

つ

ぶ

ん

」
を
除
き
、
播
磨
を
は
じ
め
と
し
て
常
陸

ひ

た

ち

・
出
雲

い

ず

も

・
豊
後

ぶ

ん

ご

・
肥
前

ひ

ぜ

ん

の
あ
わ
せ
て
五
カ
国
分
し
か

な
い
。
こ
の
よ
う
に
風
土
記
の
残
存
状
況
は
よ
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
播
磨
国
風
土
記
の
写
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
播
磨
の
古

代
史
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
福
崎
町
の
生
ん
だ
巨
人
、
柳
田

や

な

ぎ

た

國
男

く

に

お

の
兄
で
あ
る
井
上
通
泰

い

の

う

え

み

ち

や

す

は
、
医
者

・
歌
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
実
は
古
代
史
研
究
者
の
間
で
は
風
土
記
研
究
者
と
し
て
の
側
面
が
注
目
さ
れ
て
き

た
。
現
在
の
風
土
記
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
井
上
通
泰
の
研
究
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
播
磨
国
風
土
記
の
研
究

に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
井
上
通
泰
の
研
究
は
、
播
磨
国
風
土
記
研
究
の
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
播
磨
国
風
土
記
の
神
前
郡

か

む

さ

き

ぐ

ん

条
の
う
ち
福
崎
町
域
を
中
心
と
し
て
、
井
上
通
泰
の
風
土
記
研
究
の
成
果
や
現
在
で
の
評
価

に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
今
も
福
崎
町
内
に
残
る
風
土
記
地
名
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。 

 

一
．
播
磨
国
風
土
記
に
つ
い
て 

 

前
述
の
よ
う
に
、
風
土
記
と
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
に
、
朝
廷
か
ら
作
成
・
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
国
別
の
地
誌
で
あ
る
（
『
続
日
本

し

ょ

く

に

ほ

ん

紀ぎ

』

同
年
五
月
甲
子
条
）
。
風
土
記
に
よ
く
見
ら
れ
る
誤
解
の
一
つ
と
し
て
、
和
銅
六
年
に
風
土
記
が
成
立
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
は

和
銅
六
年
に
編
纂
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
風
土
記
の
成
立
時
期
は
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
播
磨
の
場
合
は
、
七
一
五
年
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か
ら
七
一
七
年
頃
に
施
行
さ
れ
て
い
た
地
方
制
度
で
あ
る
「
国
郡
里

こ

く

ぐ

ん

り

」
制
に
も
と
づ
く
地
名
表
記
（
「
里
」
名
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
播

磨
国
風
土
記
は
和
銅
六
年
の
命
を
受
け
て
間
も
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
播
磨
国
風
土
記
は
現
存
風
土
記

の
中
で
、
最
古
の
様
式
を
持
つ
も
の
と
な
る
。 

 

風
土
記
に
関
し
て
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
誤
解
は
、
風
土
記
が
書
物
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
は
「
風
土
記
」
と
い
う

書
物
で
は
な
く
、
地
方
の
各
国
府
で
編
纂
さ
れ
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
体
裁
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
常
陸

国
風
土
記
の
冒
頭
部
で
は
「
常
陸
国
司

ひ
た
ち
の
く
に
の
つ
か
さ

解げ

し
申も

う

す
、
古
老

ふ
る
お
き
な

の
相あ

ひ
伝つ

た

へ
た
る
旧
聞

ふ

る

こ

と

の
事こ

と

」
（
原
漢
文
、
以
下
史
料
引
用
は
全
て
書
き
下
し
す
る
）

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
「
解げ

」
と
い
う
の
は
、
国
府
な
ど
の
諸
官
庁
か
ら
上
級
官
庁
あ
る
い
は
太
政
官

だ
い
じ
ょ
う
か
ん

へ
上
申
す
る
公
文
書
の
様
式
で
あ

る
。
日
本
に
お
い
て
風
土
記
と
い
う
名
称
が
登
場
す
る
の
は
、
平
安
中
期
の
学
者
三
善
清
行

み

よ

し

の

き

よ

ゆ

き

が
延
喜

え

ん

ぎ

一
四
年
（
九
一
四
）
に
醍
醐

だ

い

ご

天
皇
へ
提
出

し
た
政
治
意
見
書
で
あ
る
「
意
見
封
事
十
二
箇
条

い

け

ん

ふ

う

じ

じ

ゅ

う

に

か

じ

ょ

う

」
が
最
初
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
和
銅
六
年
の
官
命
に
も
「
風
土
記
」
を
編
纂
せ
よ
と
の
文
言
は
み
あ
た
ら
な
い
。
朝
廷
か
ら
要
請
さ
れ
た
記
述
項
目
は
、
①
郡

郷
の
地
名
の
好
字

こ

う

じ

（
め
で
た
い
字
）
へ
の
改
正
、
②
郡
内
物
産
の
目
録
、
③
土
地
の
肥
沃

ひ

よ

く

状
態
、
④
山
川
原
野
等
の
名
称
由
来
、
⑤
古
老
ら
が

伝
え
る
旧
聞

き
ゅ
う
ぶ
ん

異
事

い

じ

（
伝
承
）
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
土
地
の
物
産
や
肥
沃
度
を
調
査
す
る
の
は
、
税
収
確
保
と
い
う
現
実
的
な
意
味
も
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
朝
廷
に
よ
る
地
名
由
来
の
把
握
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
代
王
権
に
と
っ
て
、
王
が
土

地
の
由
来
を
「
知し

」
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
治し

」
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
統
治
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 

現
在
伝
わ
る
播
磨
国
風
土
記
は
、
残
念
な
が
ら
巻
首
と
赤
石

あ

か

し

・
赤
穂

あ

こ

う

両
郡
、
賀
古

か

こ

郡
の
冒
頭
部
分
の
記
事
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
賀
古
郡
以

下
神
前
郡
も
含
め
計
一
〇
郡
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
赤
石
郡
は
逸
文
あ
り
）
。
記
事
の
配
列
の
あ
り
方
か
ら
、
整
理
編
集
が
未

完
了
で
、
中
央
に
提
出
し
た
報
告
書
の
正
文
で
は
な
く
、
播
磨
国
府
に
残
さ
れ
た
未
完
成
の
草
稿
を
書
き
写
し
た
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

京
都
の
公
家
、
三
条

さ
ん
じ
ょ
う

西
家

に

し

け

の
文
庫
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
写
本
は
、
平
安
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
の
所
蔵
（
国
宝
）
と
な
っ
て
お
り
、
良
質
の
写
本
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
天
理
図
書
館
善
本
和
書
之
部
第
一
巻
古
代
史
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籍
集
』
（
八
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
で
写
真
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
播
磨
国
風
土
記
の
研
究
は
、
嘉か

永え

い

五
年
（
一
八
五
二
）
に
国
学
者
の
谷
森

た

に

も

り

善よ

し

臣お

み

が
三
条
西
家
の
写
本
を
筆
写
し
た
の
を
始
ま
り
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
が
、
敷
田

し

き

た

年と

し

治は

る

『
標
注
播
磨
風
土
記
』
（
玄
同
社
、
一
八
八
七
年
）
や
栗
田

く

り

た

寛
ひ
ろ
し

『
標
注
古
風
土
記
』
（
大
日
本
図
書
、
一
八
九
九
年
）

な
ど
本
格
的
研
究
が
進
ん
だ
の
は
明
治
以
降
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
画
期
と
な
る
の
が
、
井
上
通
泰
の
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
（
大
岡
山
書

店
、
一
九
三
一
年
）
で
あ
ろ
う
。
通
泰
が
播
磨
に
住
ん
で
い
た
期
間
自
体
は
短
か
っ
た
も
の
の
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
五
日
、
弟

の
柳
田
國
男
が
訪
ね
て
来
て
話
し
の
つ
い
で
に
「
播
磨
風
土
記
の
研
究
は
文
学
・
史
学
・
地
理
学
に
亘わ

た

る
為た

め

頗
す
こ
ぶ
る

困
難
で
あ
る
が
、
あ
な
た
は

幸
さ
い
わ
い

国
文
・
国
史
を
兼け

ん

修
し
ゅ
う

せ
ら
れ
て
居お

る
上
に
播
州
の

産
う
ま
れ

で
地
理
の
研
究
に
も
便
宜
が
あ
る
か
ら
是
非
や
つ
て
御
覧
な
さ
い
」
と
風
土
記
研
究
を
勧

め
ら
れ
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
『
万
葉
集
新
考
』
を
執
筆
し
て
い
る
最
中
で
毎
日
早
朝
か
ら
診
療
に
従
事
し
夕
方
に
帰
宅
し
て
執
筆
す
る
の
は

夜
間
ば
か
り
と
い
う
時
間
の
乏
し
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
ひ
と
た
び
は
「
思
遣

お
も
い
や
り

の
無
い
事
を
云
ふ
よ
」
と
思
っ
た
と
述
懐
し

て
い
る
。
た
だ
、
万
葉
集
新
考
を
完
成
し
た
後
は
安
心
し
て
急
に
衰
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
気
を
張
ら
せ
よ
う
と
し
て
わ
ざ
と
新
考
完
成
以
前
に

こ
の
話
し
を
持
ち
出
し
た
の
だ
と
悟
っ
た
通
泰
は
、
風
土
記
研
究
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
意
を
決
し
た
と
あ
る
（
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
後
記

一
）
。 

以
下
で
は
播
磨
国
風
土
記
の
神
前
郡

か

む

さ

き

ぐ

ん

条
の
う
ち
福
崎
町
域
を
中
心
と
し
て
、
井
上
通
泰
の
風
土
記
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
も
福
崎

町
内
に
残
る
風
土
記
地
名
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。 

 

二
．
神
前
郡
の
い
わ
れ
―
神
前
郡
の
シ
ン
ボ
ル
神
前
山 

 

奈
良
時
代
の
地
方
行
政
組
織
は
、
国く

に

―

郡
こ
お
り

―
里さ

と

（
後
に
郷
と
改
称
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
播
磨
国
に
は
、
赤
石

あ

か

し

・
賀
古

か

こ

・
印
南

い

な

み

・
飾
磨

し

か

ま

・
揖
保

い

い

ぼ

・
赤
穂

あ

こ

う

・
讃
容

さ

よ

う

・
宍
禾

し

さ

わ

・
神
前

か

む

さ

き

・
託
賀

た

か

・
賀
毛

か

も

・
美
嚢

み

な

ぎ

の
一
二
郡
が
存
在
し
た
。
福
崎
町
域
の
人
々
は
こ
の
時
期
、
播
磨
国
の

神
前
郡
の
管
轄
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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播
磨
国
風
土
記
に
よ
れ
ば
、
神
前
郡
に
は
当
時
堲
岡

は

に

お

か

・
川
辺

か

わ

の

べ

・
高
岡

た

か

お

か

・
多
駝

た

だ

・
蔭
山

か

げ

や

ま

・
的
部

い

く

は

べ

の
六
里
が
あ
っ
た
。
人
々
の
暮
ら
し
に
も
っ
と

も
近
い
組
織
が
里
で
あ
る
。
里
は
、
七
世
紀
中
葉
に
創
出
さ
れ
た
五
十
戸
の
制
度
に
由
来
し
、
七
世
紀
末
の
天
武
朝
末
年
か
ら
持
統
朝
初
年
に

か
け
て
「
五
十
戸
」
と
い
う
表
記
を
改
め
て
「
里
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
近
年
の
七
世
紀
木
簡
の
増
大
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。
一

方
、
播
磨
国
風
土
記
に
み
え
る
里
名
の
変
更
記
事
は
、
庚
寅

か
の
え
と
ら

年
（
六
九
〇
年
）
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
庚
寅
年
籍

こ
う
い
ん
ね
ん
じ
ゃ
く

と
よ
ば
れ
る
戸
籍
が

作
成
さ
れ
た
年
に
あ
た
り
、
戸
を
単
位
と
し
て
人
々
を
戸
籍
に
登
録
す
る
こ
と
と
、
里
の
編
成
作
業
が
対
応
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
里
は
五
〇
戸
よ
り
な
り
、
一
つ
の
里
に
は
二
、
三
の
村
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
戸
の
編
成
は
、
一
つ
の
戸

か
ら
一
人
の
兵
士
を
徴
発
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
の
が
目
的
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
里
は
あ
く
ま
で
も
人
為
的
な
組
織
で
あ
り
、
村
な
ど

の
自
然
な
人
の
集
ま
り
と
は
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

古
代
の
神
前
郡
の
範
囲
は
、
北
限
の
堲
岡
里
に
生
野
を
含
む
こ
と
か
ら
、
北
に
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
市
川
の
上
流
部
よ
り
南
を
神

崎
郡
と
考
え
れ
ば
合
理
的
な
範
囲
で
も
あ
る
。
福
崎
町
域
に
相
当
す
る
の
は
、
川
辺
里
の
南
側
（
旧
田
原
村
付
近
）
、
高
岡
里
（
旧
福
崎
村
付

近
）
、
多
駝
里
の
北
側
（
旧
八
千
種
村
付
近
）
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

承
平

し
ょ
う
へ
い

年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
日
本
で
最
古
の
百
科
事
典
と
い
わ
れ
る
『
倭
名
類
聚
抄

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

』
で
は
神
崎
郡
内
に
埴
岡

は

に

お

か

・

蔭
山

か

げ

や

ま

・
川
辺

か

わ

の

べ

・
的
部

い

く

は

べ

の
四
郷
が
記
さ
れ
、
高
岡
・
多
駝
の
二
里
が
消
滅
し
て
い
る
か
わ
り
に
、
新
た
に
槻つ

き

田だ

郷
の
名
が
見
え
る
。
在
地
に
お
け

る
新
た
な
村
落
形
成
の
動
向
の
中
で
周
辺
の
里
と
と
も
に
新
た
な
郷
に
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
崎
町
内
に
お
け
る
里
か
ら
郷
へ
の
変
化

の
要
因
や
実
像
に
つ
い
て
は
、
七
世
紀
以
降
の
集
落
跡
の
発
掘
調
査
成
果
と
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
そ
の
後
は
、
平
安
時
代
後
期
に
市
川
を
境
に
し
て
神
東

じ

ん

と

う

・
神
西

じ

ん

さ

い

の
二
郡
に
分
離
し
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
郡
制
施
行
に
よ
り
両

郡
が
合
併
し
て
神
崎
郡
が
成
立
す
る
。 

 

播
磨
国
風
土
記
神
前
郡
条
に
よ
れ
ば
、
神
前
郡
の
地
名
は
、
伊
和
大
神

い

わ

の

お

お

か

み

の
子
で
建
石
敷
命

た
け
い
わ
し
き
の
み
こ
と

が
山

使

村

や
ま
つ
か
い
の
む
ら

の
神
前
山

か

む

さ

き

や

ま

に
鎮
座
す
る
こ
と
に
由
来
す

る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
カ
ム
サ
キ
（
カ
ン
ザ
キ
）
と
い
う
地
名
由
来
、
郡
名
由
来
に
と
っ
て
神
前
山
は
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
神
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前
山
の
比
定
地
に
つ
い
て
は
、
井
上
通
泰
が
吉
田
東
伍

よ

し

だ

と

う

ご

著
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
「
鶴
居
村
大
字
神
前
の
神
前
山
」
説
を
誤
り
と
し
、
「
福

崎
町
大
字
山
崎
の
山
に
て
、
一
名
を
山
崎
山
又
千
束
山
」
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
地
元
出
身
者
で
あ
る
通
泰
の
卓
見
で
あ
っ
た
。
神
前
山
の
南

麓
に
二
之
宮
神
社
（
俗
に
山
崎
明
神
）
が
あ
り
、
福
崎
駅
の
北
に
み
え
る
森
こ
そ
が
建
石
敷
命
の
「
御
座

お

ま

し

」
（
鎮
座
地
）
で
あ
る
と
し
た
。
な

お
現
在
地
元
で
は
、
「
建
石
敷
命
」
を
「
た
て･

い
わ
し
き
の
み
こ
と
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
記
紀
神
話
で
有
名
な
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ

ト
が
『
古
事
記
』
で
は
「
倭
建
命
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
古
代
で
は
「
た
け・

い
わ
し
き
の
み
こ
と
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。 

 

南
麓
に
二
之
宮
神
社
を
擁
す
る
神
前
山
の
山
頂
に
は
磐
座

い

わ

く

ら

（
巨
石
）
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
建
石
敷
命
の
依
代

よ

り

し

ろ

で
あ
り
、
二
之
宮
神
社
の
社

地
自
体
は
も
と
も
と
そ
の
遙
拝
所
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
兵
庫
県
神
社
誌
』
（
兵
庫
県
神
職
会
、
一
九
三
八
年
）

所
収
の
「
神
社
調
書
」
に
は
同
社
の
祭
神
と
し
て
建
石
敷
命
を
挙
げ
て
い
る
。
宍
粟
市
一
宮
町
伊
和
神
社
に
鎮
座
す
る
伊
和
大
神
は
巨
石
信
仰

を
持
つ
集
団
が
奉
斎
す
る
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
御
子
神
で
あ
る
建
石
敷
命
の
依
代
と
考
え
ら
れ
る
巨
石
が
二
之
宮
神
社
の
北

側
の
神
前
山
に
存
在
す
る
の
は
と
て
も
興
味
深
い
。
神
前
郡
を
南
北
に
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
神
前
山
か
ら
の
眺
望
は
、
神
前
山
が
神
前
郡
の

中
心
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
る
。
現
在
そ
の
磐
座
は
注
連
縄
で
飾
ら
れ
、
道
中
の
登
山
道
も
昨
年
秋
に
整
備
さ
れ
以
前
よ
り
も

登
り
や
す
く
な
っ
た
。
神
前
郡
の
地
名
由
来
と
も
な
っ
た
神
前
山
に
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
。 

 

神
前
山
の
あ
る
付
近
一
帯
は
山
崎
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
り
、
近
世
で
は
山
崎
村
、
中
世
に
は
『
播
磨
国
内
神
明
帳

こ
く
な
い
じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

』
の
神
崎
郡
十
二
社
中

に
山
崎
明
神
の
存
在
が
み
え
る
た
め
、
風
土
記
に
み
え
る
「
山
使
村
」
は
「
山
崎
村
」
の
写
し
間
違
い
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
鎌
谷
木
三

次
氏
に
よ
れ
ば
、
二
之
宮
神
社
内
の
摂
社
「
山
寄
明
神
」
（
祭
神
は
ウ
ガ
ノ
ミ
タ
マ
）
も
、
山
崎
明
神
が
後
に
誤
っ
て
（
「
崎
＝
嵜
」
の
字
が

「
寄
」
と
し
て
）
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
高
岡
荘
（
郷
）
の
二
宮
で
中
世
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
く
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九

～
八
七
）
に
二
之
宮
神
社
が
高
岡
字
塩
田
か
ら
現
在
地
に
遷
祀
さ
れ
た
際
に
、
山
崎
明
神
が
二
之
宮
神
社
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

た
だ
、
私
自
身
は
二
之
宮
神
社
内
に
摂
社
と
し
て
の
「
山
寄
明
神
」
を
確
認
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
寄
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せ
い
た
だ
き
た
い
。 

 
さ
て
、
神
前
山
に
鎮
座
す
る
と
い
う
建
石
敷
命
に
は
、
巨
石
信
仰
集
団
の
奉
斎
神
の
一
面
と
と
も

に
、
「
荒あ

ら

ぶ
る
神
」
の
一
面
も
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
坂
江
渉
氏
に
よ
れ
ば
、
神
前
・
神
崎
（
カ

ン
ザ
キ
）
と
い
う
地
名
に
関
わ
る
神
は
、
一
般
に
交
通
妨
害
神
と
し
て
の
「
荒
ぶ
る
神
」
の
性
格
が

あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
播
磨
国
風
土
記
賀
古
郡
粟
々
里

あ

わ

わ

の

さ

と

舟
引
原

ふ

な

ひ

き

は

ら

条
に
は
「
昔
、
神
前
村

か
む
さ
き
の
む
ら

に
荒
ぶ

る
神
あ
り
て
、
毎つ

ね

に
行ゆ

く
人
の
舟
を
半な

か

ば
留と

ど

め
た
」
の
で
、
往
来
の
船
は
印
南
の
大
津
江

お

お

つ

の

え

（
加
古
川

河
口
部
）
に
留
ま
り
、
川
を
遡
っ
て
賀
意
理
多
谷

か

お

り

た

の

た

に

よ
り
引
き
出
し
て
赤
石
郡

林

潮

は
や
し
の
み
な
と

（
明
石
市
林
）

ま
で
船
を
く
だ
す
の
が
常
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。
一
般
に
海
や
川
な
ど
の
水
辺
、
内
陸
部
の
往
来
路

な
ど
に
向
け
て
、
山
や
長
い
尾
根
の
先
端
が
突
出
す
る
よ
う
な
地
形
（
崎
や
岬
）
の
あ
た
り
は
、
水

の
流
れ
が
速
く
複
雑
で
あ
っ
た
り
、
尾
根
上
や
谷
筋
か
ら
吹
き
付
け
る
風
が
激
し
か
っ
た
り
す
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
を
通
過
す
る
人
間
に
と
っ
て
は
恐
ろ
し
く
、
危
険
な
箇
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
お
け
る
自
然
や
地
形
環
境
へ
の
畏
怖
そ
の
も
の
が
、
各
地
の
「
神
前
（
神

崎
）
」
の
地
に
お
け
る
、
荒
ぶ
る
神
の
伝
承
形
成
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
坂
江
氏
は
指
摘
す
る
。
思
え
ば
、
神
前
山
（
千
束
山
）
の

あ
る
場
所
も
、
市
川
に
せ
ま
り
、
南
北
を
貫
く
交
通
路
（
市
川
西
岸
沿
い
の
「
但
馬
道
」
、
県
道

4 0 5
号
甘
地
福
崎
線
）
が
狭
く
な
る
箇
所
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
、
柳
田
國
男
も
「
セ
ン
ゾ
ク
と
い
う
所
」
と
い
う
一
文
に
お
い
て
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。 

播
州
で
も
、
辻
川
の
少
し
北
に
あ
た
る
山
崎
と
い
う
あ
た
り
、
市
川
の
流
れ
に
山
裾
の
崖
が
せ
ま
る
と
こ
ろ
が
、
洗
足

せ

ん

ぞ

く

と
よ
ば
れ
て
い
た
。

今
は
千
束

せ

ん

ぞ

く

と
書
い
て
い
る
。
暗
夜
な
ど
に
あ
の
崖
の
下
の
川
っ
ぷ
ち
に
沿
っ
た
狭
い
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
崖
の
上
の
方
か
ら
大
き
な
足

が
出
て
、
通
る
人
の
頭
越
し
に
川
の
水
で
足
を
洗
う
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
洗
足
と
い
う
の
だ
と
、
土
地
の
人
は
い
っ
て

い
る
。 
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ま
た
こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
二
之
宮
神
社
東
殿
の
祭
神
に
坂
戸
神
が
鎮
座
し
て
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
『
兵
庫
県
神
社

誌
』
に
も
二
之
宮
神
社
の
祭
神
は
大
年
神
・
坂
戸
神
と
あ
る
。
建
石
敷
命
の
鎮
座
す
る
神
前
山
の
北
麓
に
は
今
も
「
坂
戸

さ

か

ど

」
の
地
名
が
あ
る
（
市

川
町
）
。
古
市
晃
氏
に
よ
れ
ば
、
「
サ
カ
ト
」
と
い
う
地
名
に
は
、
坂
の
前
に
戸と

（
門
）
が
あ
る
よ
う
な
状
態
を
い
い
、
坂
に
さ
し
か
か
る
手

前
の
平
地
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
し
ば
し
ば
土
地
の
境
界
と
な
る
場
所
で
あ
り
、
神
が
祀
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代

の
人
々
は
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
千
束
付
近
を
無
事
通
過
で
き
る
よ
う
に
、
地
元
で
建
石
敷
命
を
祀
る
祭
り
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

荒
ぶ
る
神
「
建
石
敷
命
」
を
奉
斎
す
る
集
団
に
よ
る
神
前
郡
支
配
、
他
地
域
勢
力
か
ら
の
防
衛
な
ど
の
過
去
の
伝
承
が
、
荒
ぶ
る
神
「
建
石
敷

命
」
と
し
て
神
話
的
に
表
現
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
建
石
敷
命
は
神
前
郡
開
拓
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三
．
高
岡
里
―
神
々
し
い
山
々
に
抱
か
れ
た
里 

 

高
岡
里
条
に
は
、
地
名
由
来
と
な
っ
た
「
高
き
岡
」
、
神
前
山
、
奈な

具ぐ

佐さ

山や

ま

（
七
種
山
）
と
い
う
地
名
が
登
場
す
る
。
風
土
記
の
記
述
に
よ

れ
ば
、
高
岡
里
の
範
囲
は
神
前
山
と
七
種
山
を
含
む
一
帯
と
な
る
。
市
川
の
西
岸
、
福
崎
町
高
岡
が
遺
称
地
で
あ
る
。
中
世
に
は
鎌
倉
期
か
ら

南
北
朝
期
に
か
け
て
「
高

岡

荘

た
か
お
か
の
し
ょ
う

」
が
あ
っ
た
。 

高
岡
里
の
地
名
由
来
は
、
「
此
の
里
に
高
き
岡
有
り
」
と
だ
け
記
し
、
神
々
な
ど
が
登
場
す
る
よ
う
な
豊
か
な
説
話
は
な
い
。
お
そ
ら
く
神

前
郡
冒
頭
部
で
神
前
郡
や
神
前
山
の
地
名
起
源
説
話
が
紹
介
さ
れ
た
た
め
か
、
非
常
に
淡
泊
な
記
述
で
あ
る
。
高
岡
里
の
地
名
由
来
と
な
っ
て

い
る
「
高
岡
」
の
比
定
地
は
、
里
一
帯
を
望
み
み
る
こ
と
の
で
き
る
位
置
に
あ
る
山
が
想
定
さ
れ
、
里
の
開
発
に
関
わ
る
重
要
な
地
で
あ
り
、

高
橋
明
裕
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
岡
」
は
、
福
崎
町
福
田
付
近
か
ら
七
種
川
上
流
方
向
に
向
か
っ
て
み
え
る
高
岡
に
所
在
す
る
、
秀
麗
な
姿
の

標
高
二
二
五
メ
ー
ト
ル
の
山
丘
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
奈
具
佐
山
は
、
現
在
の
七
種
山
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

風
土
記
は
そ
の
地
名
由
来
を
「
其そ

の
由よ

し

を
知
ら
ず
」
と
し
て
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
七
種
山
の
南
西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
中
に
あ
り
、
修
験

道
の
行
場
で
あ
っ
た
七
種
滝
や
、
七
種
川
の
右
岸
に
あ
る
金
剛
城
寺
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
植
生
と
し
て
檜
が
特
産
で
あ
る
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こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
。 

 
こ
の
よ
う
に
淡
泊
な
記
述
の
高
岡
里
で
は
あ
る
が
、
地
名
由
来
と
な
っ
た
「
高
き
岡
」
、
神
前
山
、
奈
具
佐
山
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
神

々
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
里
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
神
崎
郡
の
地
名
由
来
と
も
な
っ
た
神
前
山
を
含
む
こ
と
か
ら
も
、
神
前
郡
の
空
間
認
識

上
に
お
け
る
高
岡
里
の
位
置
が
相
対
的
に
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

ま
た
、
高
橋
明
裕
氏
に
よ
れ
ば
、
高
岡
里
の
展
開
は
河
岸
段
丘
や
氾
濫
原
の
開
発
と
密
接
に
関
連
す
る
と
い
う
。
七
種
川
と
市
川
が
合
流
す

る
地
帯
は
歴
史
時
代
に
お
い
て
河
川
の
旧
流
路
が
入
り
乱
れ
、
氾
濫
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
町
内
に
お
い
て
は
、
福
田
・
福
崎
・
辻
川
な
ど
の

前
近
代
か
ら
続
く
集
落
及
び
街
道
は
最
低
位
の
段
丘
面
（
福
崎
面
）
に
立
地
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
中
心
的
な
集

落
の
立
地
は
、
中
下
位
段
丘
面
や
山
地
裾
野
の
扇
状
地
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
降
は
、
低
位
段
丘
の
福
崎
面
上
に
あ
る
と
い
う
。
例
え

ば
、
古
瓦
が
出
土
し
奈
良
時
代
の
寺
院
跡
で
あ
る
福
田
無
量
寺

む

り

ょ

う

じ

跡
の
立
地
か
ら
も
い
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
段
丘
面
（
福
崎

面
）
の
開
発
は
「
高
位
か
ら
低
位
へ
」
と
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
平
野
部
よ
り
も
山
丘
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
開
発
の
時

期
差
に
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

な
お
、
筆
者
は
、
高
岡
里
を
交
通
の
要
衝
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
福
崎
・
辻
川
か
ら
東
は
北
条
へ
、
西
は
安
志
・
山
崎
へ
と
至
る
東
西
交

通
と
、
市
川
右
岸
筋
の
南
北
交
通
と
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
前
山
に
鎮
座
す
る
建
石
敷
命
が
伊
和
大
神
の
御
子
神
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
同
地
と
宍
禾
（
宍
粟
）
郡
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
も
考
え
ら
れ
る
。
近
世
国
絵
図
の
道
が
ど
こ
ま
で
遡
る
の
か
は
別
途
検
証

が
必
要
で
あ
る
が
、
播
磨
の
元
禄
国
絵
図
を
参
考
に
す
れ
ば
、
ル
ー
ト
と
し
て
は
福
田
か
ら
高
岡
を
経
由
し
て
夢
前
町
前
之
庄
に
抜
け
る
板
坂

峠
越
え
（
県
道

4 0 6
号
田
口
福
田
線
か
ら
県
道

4 0 7
号
線
前
之
庄
市
川
線
）
か
、
西
治
か
ら
香
寺
町
久
畑
に
抜
け
る
県
道

23
号
三
木
宍
粟
線
沿
い
が

想
定
さ
れ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
岡
里
は
、
建
石
敷
命
（
伊
和
大
神
）
を
奉
斎
す
る
集
団
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
必
ず
し
も
政
治
的
・
生
産
的

な
中
心
地
で
は
な
か
っ
た
が
、
神
前
郡
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
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四
．
多
駝
里
―
佐
伯
直
氏
ゆ
か
り
の
地 

 
多
駝
里
条
に
は
、
邑
曰
野

お

お

わ

ち

の

、
八
千
軍
野

や

ち

く

さ

の

、
粳
岡

ぬ

か

お

か

と
い
う
地
名
が
登
場
す
る
。
八
千
軍
野
は
福
崎
町
八
千
種
に
、
粳
岡
は
姫
路
市
船
津
町
八
幡

に
あ
る
「
糠
塚

ぬ

か

づ

か

」
に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
て
お
り
、
姫
路
市
山
田
町
多
田
が
多
駝
里
の
遺
称
地
と
な
っ
て
い
る
。
風
土
記
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

多
駝
里
の
範
囲
と
し
て
は
、
北
は
八
千
種
か
ら
南
は
姫
路
市
船
津
町
八
幡
や
山
田
町
多
田
を
含
む
一
帯
と
な
る
。
中
世
に
は
南
北
朝
期
か
ら
戦

国
期
に
か
け
て
「
八
千
草
村

や

ち

く

さ

む

ら

」
と
い
う
村
名
が
あ
っ
た
が
、
近
世
に
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
近
代
に
入
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
、
鍛

冶
屋
・
小
倉
・
庄
・
余
田
の
四
カ
村
が
合
併
し
て
「
八
千
種
村
」
が
成
立
し
た
。
近
代
に
入
り
古
代
の
名
称
が
復
活
す
る
事
例
と
し
て
興
味
深

い
が
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

多
駝
里
の
地
名
由
来
は
、
播
磨
国
風
土
記
神
前
郡
多
駝
里
条
に
よ
れ
ば
、
佐
伯
部

さ

え

き

べ

ら
の
始
祖
で
あ
る
阿
我
乃
古

あ

が

の

こ

が
、
応
神
天
皇
に
対
し
こ
の

土
地
を
「
直た

だ

に
（
直
接
に
）
請
う
た
」
か
ら
だ
と
い
う
。
佐
伯
（
部
）
と
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
り
移
住
さ
せ
ら
れ
た
蝦
夷

え

み

し

や
そ
の
末
裔
と
称

す
る
集
団
で
あ
る
。
戦
闘
な
ど
で
捕
虜
と
な
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
播
磨
国
内
で
は
、
加
古
川
流
域
の
印
南
郡
・
賀
古
郡
・
美
嚢
郡
・

賀
毛
郡
、
市
川
流
域
の
神
前
郡
、
揖
保
川
流
域
の
揖
保
郡
に
、
蝦
夷
の
後
裔
と
し
て
の
佐
伯
と
、
管
理
者
と
し
て
の
地
方
豪
族
で
あ
る
佐
伯
直

氏
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。 

神
前
郡
内
で
は
、
旧
大
河
内
町
に
あ
た
る
大
川
内

お

お

か

わ

ち

と
湯
川

ゆ

か

わ

に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
人
ほ
ど
の
「
異
俗
人

あ
だ
し
ひ
と
ど
も

」
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
、
播
磨
国
風
土

記
の
記
述
か
ら
わ
か
る
（
神
前
郡
堲
岡
里
条
）
。
こ
の
習
俗
を
異
に
す
る
人
が
蝦
夷
を
指
す
可
能
性
の
高
い
こ
と
は
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）

に
成
立
し
た
平
安
時
代
の
諸
氏
族
の
系
譜
集
成
で
あ
る
『
新
撰
姓
氏
録

し

ん

せ

ん

し

ょ

う

じ

ろ

く

』
所
収
の
佐
伯
直
氏
の
系
譜
伝
承
か
ら
い
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
応

神
天
皇
が
針
間

は

り

ま

（
播
磨
）
に
巡
行
し
た
際
に
、
稲
背
入
彦
命

い
な
せ
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

の
子
孫
伊
許
自
別

い

こ

じ

わ

け

が
、
当
郡
の
瓦
村

か
わ
ら
む
ら

（
香
寺
町
香
呂
に
あ
て
る
説
あ
り
）
の
川
上

に
い
る
蝦
夷
ら
を
発
見
し
、
後
に
彼
ら
は
佐
伯
と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
天
皇
は
伊
許
自
別
に
対
し
て
「
宜よ

ろ

し
く

汝
な
ん
じ

、
君き

み

と
し
て
こ
れ
（
佐
伯
）

を
治お

さ

む
べ
し
」
と

勅
み
こ
と
の
り

し
、
針
間
別
佐
伯
直
氏

は

り

ま

わ

け

さ

え

き

の

あ

た

い

う

じ

の
名
を
与
え
、

庚
か
の
え

午う

ま

年
（
六
七
〇
）
に
は
佐
伯
直
氏
に
改
姓
さ
れ
た
と
い
う
氏
族
伝
承
で
あ
る

（
右
京
皇
別

う

き

ょ

う

こ

う

べ

つ

佐
伯
直
条
）
。
蝦
夷
の
系
譜
を
引
く
佐
伯
（
部
）
と
そ
の
管
理
者
で
あ
る
佐
伯
直
氏
と
い
う
氏
族
は
、
神
前
郡
を
流
れ
る
市
川
の
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中
流
域
か
ら
上
流
域
に
か
け
て
居
を
構
え
、
そ
の
有
力
な
根
拠
地
の
一
つ
が
堲
岡
里
か
ら
的
部
里
の
間
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
さ
て
、
多
駝
里
の
地
名
起
源
説
話
に
登
場
し
た
、
応
神
天
皇
に
土
地
を
与
え
て
ほ
し
い
と
直
接
願
い
出
た
と
い
う
ア
ガ
ノ
コ
は
、
『
日
本
書

紀
』
に
も
見
え
る
。
仁
徳
天
皇
が
雌
鳥
皇
女

め

と

り

の

ひ

め

み

こ

を
妃
に
む
か
え
よ
う
と
隼
別
皇
子

は
や
ぶ
さ
わ
け
の
み
こ

を
つ
か
わ
し
た
が
、
皇
子
は
密
か
に
皇
女
を
妻
と
し
て
し
ま
っ

た
。
怒
っ
た
天
皇
は
、
播
磨
の
佐
伯
直

さ
え
き
の
あ
た
い

阿
俄
能
胡

あ

が

の

こ

を
派
遣
し
皇
子
・
皇
女
と
も
ど
も
殺
し
て
し
ま
う
（
仁
徳
天
皇
四
〇
年
二
月
条
）
。
と
こ
ろ

が
、
後
に
阿
俄
能
胡
は
、
仁
徳
の
意
に
反
し
皇
女
が
身
に
つ
け
て
い
た
玉
ま
で
奪
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
贖
罪

し
ょ
く
ざ
い

の
た
め
天
皇
に
私
地

し

ち

を
献

上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
（
同
是
年
条
）
。
な
お
、
播
磨
の
佐
伯
直
氏
が
神
前
郡
に
も
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
賀
毛
郡
に
あ
っ
た
既
多
寺

き

た

で

ら

（
加
西
市
殿
原
廃
寺

と

の

は

ら

は

い

じ

と
関
連
カ
）
で
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
写
経
さ
れ
た
大
智
度
論

だ

い

ち

ど

ろ

ん

巻
三
六
の
知
識
名
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
に
「
佐
伯
宜
（
直

の
誤
り
カ
）
等
美
女

と

み

め

」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
（
『
加
西
市
史
第
一
巻
』
）
。
神
前
郡
と
賀
毛
郡
と
の
文
化
的
つ
な
が
り
も
う
か

が
え
て
興
味
深
い
。 

佐
伯
直
氏
の
職
掌
と
し
て
は
、
佐
伯
部
を
率
い
て
朝
廷
に
軍
事
的
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
一
般
に
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
佐
伯
直
氏
は
、

軍
事
的
奉
仕
の
他
に
も
、
禁
野

き

ん

や

（
禁
猟
区
）
の
管
理
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
佐
伯
直
氏
と
佐
伯
部
の
分
布
状
況

は
、
禁
野
の
所
在
地
を
包
摂
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
播
磨
国
内
の
禁
野
は
、
神
崎
郡
の
「
北
河

き

た

が

わ

添
野

ぞ

え

の

」
「
前
河
原

ま

え

が

わ

ら

」
を
は
じ
め
、

賀
古
郡
・
印
南
郡
・
賀
茂
郡
に
あ
っ
た
（
『
日
本

に

ほ

ん

三
代

さ

ん

だ

い

実
録

じ

つ

ろ

く

』
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
一
二
月
二
一
日
己
未
条
）
。 

こ
こ
で
、
佐
伯
直
氏
や
佐
伯
部
と
禁
野
の
相
関
関
係
を
示
す
説
話
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
仁
徳
天
皇
が
摂
津
の
菟
餓
野

と

が

の

の
地
で
皇
后
と
と
も

に
鹿
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
慰
み
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
日
鳴
き
声
が
し
な
く
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
猪
名
県

い

な

の

あ

が

た

か
ら
食
肉
が
贄に

え

（
天
皇
へ
の
献

上
物
）
と
し
て
貢
納
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
鹿
を
殺
し
た
の
が
猪
名
県
の
佐
伯
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
た
め
天
皇
は
怒
っ
て

安
芸
国
へ
遠
ざ
け
た
と
す
る
も
の
で
あ
る(

『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
八
年
七
月
条
）
。
こ
の
伝
承
の
核
と
な
る
事
実
と
し
て
は
、
佐
伯
部
が

狩
猟
を
特
技
と
す
る
部
民
で
あ
り
、
猪
名
県
か
ら
の
食
料
の
貢
納
を
日
常
の
職
務
と
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
王
権
の
狩
猟

地
と
し
て
の
禁
野
が
確
保
さ
れ
、
狩
猟
民
と
し
て
の
佐
伯
部
が
軍
事
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
播
磨
に
お
け
る
、
佐
伯
直
・
佐
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伯
部
の
分
布
と
禁
野
と
の
密
接
な
関
連
は
、
す
な
わ
ち
大
化
前
代
の
佐
伯
直
氏
に
よ
る
禁
野
の
管
理
と
い
う
職
掌
を
表
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。 

な
お
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
神
前
郡
多
駝
里
に
は
「
邑
曰
野
」
「
八
千
軍
野
」
が
み
え
る
。
ま
た
的
部
里
に
は
「
高
野

た

か

の

」

と
い
う
地
名
も
み
え
る
。
遺
称
地
が
な
く
、
ま
た
佐
伯
氏
と
の
関
連
が
う
か
が
え
な
い
い
た
め
、
『
日
本
三
代
実
録
』
に
み
え
る
神
崎
郡
の
「
北

河
添
野
」
「
前
河
原
」
の
比
定
地
は
残
念
な
が
ら
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
高
橋
明
裕
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
神
崎
郡
の
よ

う
な
山
間
を
河
川
が
谷
地
形
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
は
、
禁
猟
区
と
さ
れ
た
の
は
「
添
」
や
「
河
原
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
河
川
氾
濫
原
と

み
る
べ
き
、
つ
ま
り
市
川
氾
濫
原
の
「
野
」
「
河
原
」
を
想
定
す
べ
き
と
い
う
。
候
補
地
と
し
て
は
、
福
崎
か
ら
福
崎
新
、
西
治
、
高
橋
、
南

田
原
、
姫
路
市
船
津
の
一
帯
の
市
川
沿
岸
の
氾
濫
原
地
帯
、
つ
ま
り
町
内
で
は
七
種
川
と
市
川
の
合
流
点
下
流
の
氾
濫
原
に
あ
た
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。
小
字
が
古
代
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
別
途
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
七
種
川
が
屈
曲
し
て
い
る
辺
り
に
「
野
添
」
、
西
治
側
に

「
北
野
添
」
「
下
野
添
」
、
船
津
町
の
北
辺
に
も
市
川
沿
い
に
「
上
野
添
」
「
下
野
添
」
の
小
字
名
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
河
原
沿
い
に
「
河
原
」
小
字
は
珍
し
く
な
い
も
の
の
、
福
崎
町
内
の
市
川
沿
い
で
小
字
名
「
河
原
」
が
あ
る
地
域
と
し
て
は
西
治
と
福

崎
新
に
か
け
て
の
市
川
右
岸
に
「
下
河
原
」
「
東
河
原
」
の
小
字
名
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

さ
て
、
風
土
記
に
議
論
を
戻
せ
ば
、
多
駝
里
の
「
八
千
軍
野
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
禁
野
の
一
つ
を
さ
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
鎌
谷
木
三
次

氏
に
よ
れ
ば
、
語
源
論
的
に
「
ヤ
チ
（
谷
間
の
湿
地
）
ク
サ
（
草
）
ノ
（
野
）
」
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
。
実
際
の
地
理
的
な
景
観
を
示
す
に

は
適
合
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
新
羅
の
王
子
と
伝
わ
る
「
天
日
桙
命

あ
め
の
ひ
ぼ
こ
の
み
こ
と

の

軍
い
く
さ

」
が
「
八
千

や

ち

」
あ
っ
た
た
め
八
千
軍
野
と
す
る

地
名
伝
承
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
多
駝
里
が
渡
来
系
氏
族
と
の
関
わ
り
が
強
い
地
だ
か
ら
で
あ
る
。 

多
駝
里
条
に
み
え
る
粳
岡
は
、
天
日
桙
命
と
伊
和
大
神
が
相
争
っ
た
際
に
、
伊
和
大
神
の
軍
が
集
ま
っ
て
稲
を
舂つ

い
た
糠ぬ

か

が
集
ま
っ
て
で
き

た
丘
で
あ
り
、
別
名
「
城
牟
礼
山

き

む

れ

や

ま

」
と
も
い
う
と
伝
え
る
。
ま
た
、
応
神
天
皇
の
頃
に
、
渡
来
し
た
百
済
人
ら
が
古
代
の
山
城
を
築
き
、
そ
の

百
済
人
の
子
孫
が
川
辺
里
の
三
宅
人
夜
代

み

や

け

ひ

と

よ

し

ろ

た
ち
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
神

前

評

か
む
さ
き
の
こ
お
り

川
辺
里
の
三
宅
人

み

や

け

ひ

と

荒
人

あ

ら

ひ

と

と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
俵
が
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献
上
さ
れ
た
荷
札
木
簡
が
藤
原
京
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
風
土
記
の
伝
承
が
単
な
る
作
り
話
だ
と
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。 

さ
て
、
六
、
七
世
紀
の
頃
、
ヤ
マ
ト
王
権
が
日
本
列
島
各
地
に
設
定
し
た
支
配
・
経
営
の
た
め
の
拠
点
を
「
ミ
ヤ
ケ
」
と
い
う
。
『
日
本
書

紀
』
安
閑
天
皇
二
年
九
月
丙
午
条
に
よ
れ
ば
、
ミ
ヤ
ケ
経
営
に
関
係
す
る
氏
族
と
し
て
、
桜
井
田
部
連

さ

く

ら

い

た

べ

の

む

ら

じ

・
県

犬

養

連

あ
が
た
い
ぬ
か
い
の
む
ら
じ

・
難
波
吉
士

な

に

わ

の

き

し

が
登
場
す
る
。

犬
飼
と
い
う
地
名
が
古
代
ま
で
遡
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
古
代
の
的
部
里
に
相
当
す
る
香
寺
町
に
犬
飼
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
崎
郡
域
に
も
ミ
ヤ
ケ
に
奉
仕
す
る
た
め
の
番
犬
を
飼
育
す
る
犬
養
部

い

ぬ

か

い

べ

の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。 

ま
た
播
磨
国
風
土
記
の
神
前
郡
川
辺
里
勢
賀
川

せ

か

が

わ

条
に
は
、
応
神
天
皇
に
よ
る
猪
鹿
の
狩
猟
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勢
賀
の
地
名
由
来
と
し

て
、
応
神
天
皇
が
こ
の
川
岸
の
盆
地
で
狩
り
を
し
た
際
に
、
猪
や
鹿
を
た
く
さ
ん
こ
こ
に
セ
メ
出
し
て
殺
し
た
の
で
勢
賀

せ

か

と
い
う
と
あ
る
。
弓

矢
で
獲
物
を
射
止
め
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
猟
犬
に
よ
る
狩
り
も
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
犬
養
部

の
目
的
と
し
て
は
、
猟
犬
で
は
な
く
番
犬
の
飼
育
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
応
神
の
猟
犬
伝
承
の
分
布
か
ら
、
両
者
は
無
関
係
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
神
前
郡
に
は
、
王
が
巡
行
す
る
際
に
猟
犬
を
提
供
し
う
る
犬
養
部
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

も
ち
ろ
ん
風
土
記
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
の
事
実
と
し
て
神
前
郡
に
相
当
す
る
地
に
ミ
ヤ
ケ
が
あ
っ
た
と
直
ち
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
「
宅
田

や

か

た

」
（
ミ
ヤ
ケ
の
田
）
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
市
川
町
の
屋
形
と
い
う
地
名
や
、
香
寺
町
の
犬
飼
地
名
、
ミ
ヤ
ケ
に
ち
な
む
ウ

ヂ
名
の
三
宅
人
の
存
在
な
ど
か
ら
、
川
辺
里
条
に
見
え
る
応
神
天
皇
の
猟
犬
伝
承
は
、
神
前
郡
内
に
も
あ
る
時
期
ミ
ヤ
ケ
が
あ
っ
た
こ
と
の
反

映
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
福
崎
町
域
が
含
ま
れ
る
神
前
郡
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
古
く
か
ら
密
接
な
関
係
を
結
ん

で
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

 
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
神
前
郡
の
地
名
由
来
と
な
る
神
前
山
の
あ
る
福

崎
町
は
、
古
代
の
神
前
郡
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
古
代
の
町
域
で
は
、
播
磨
国
内
最
大
の
地
域
勢
力
で
あ
る
伊
和

大
神
を
信
仰
す
る
集
団
（
市
川
右
岸
地
域
や
多
駝
里
南
部
）
と
、
佐
伯
直
氏
な
ど
中
央
政
治
集
団
の
支
持
を
得
た
集
団
（
市
川
左
岸
地
域
、
堲

岡
里
・
多
駝
里
）
が
対
峙
し
て
い
た
こ
と
。
第
三
に
、
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
を
奉
斎
す
る
集
団
（
多
駝
里
北
部
）
や
百
済
系
渡
来
人
勢
力
（
多
駝
里

南
部
、
川
辺
里
）
も
混
在
し
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
と
っ
て
も
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
、
が
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
神
前
郡

内
（
福
崎
町
内
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宍
禾
や
賀
毛
、
飾
磨
な
ど
の
隣
接
の
諸
郡
と
の
関
連
や
中
央
の
政
治
構
図
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
変
動
の
中

に
古
代
の
神
前
郡
が
位
置
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。 

も
し
、
拙
稿
を
拝
読
い
た
だ
き
播
磨
国
風
土
記
に
興
味
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
ら
、
町
立
図
書
館
に
あ
る
風
土
記
の
注
釈
書
を
是
非
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
風
土
記
本
文
と
訓
読
、
注
釈
の
あ
る
秋
本
吉
郎
『
日
本
古
典
文
学
大
系
２
風
土
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
、
植
垣
節

也
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
風
土
記
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
や
、
現
代
語
訳
さ
れ
た
吉
野
裕
『
東
洋
文
庫 

風
土
記
』
（
平
凡
社
、

一
九
六
九
年
）
が
お
勧
め
で
あ
る
。
テ
ー
マ
別
の
解
説
と
し
て
は
、
筆
者
自
身
も
か
か
わ
っ
て
お
り
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
坂
江
渉
編
『
風

土
記
か
ら
見
る
古
代
の
播
磨
』
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）
も
播
磨
国
風
土
記
入
門
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
柳
田
國
男
の
弟
で
あ
る
松
岡

ま

つ

お

か

静し

ず

雄お

も
『
播
磨
風
土
記
物
語
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
二
七
年
）
を
記
し
て
い
る
。
詳
し
く
紹
介
で
き
な
か

っ
た
が
、
通
泰
の
記
述
や
関
心
の
違
い
を
比
較
し
て
み
る
の
も
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
。 

 

「
古
代
」
は
奈
良
や
京
都
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ど
の
地
域
に
も
原
始
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史

が
重
層
し
て
い
る
。
地
域
に
残
さ
れ
た
長
い
ス
パ
ン
の
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
地
域
の
一
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
す
る
創
造
的
な

営
み
で
も
あ
る
。
福
崎
に
は
幸
い
な
こ
と
に
、
風
土
記
に
登
場
す
る
地
名
や
景
観
が
よ
く
残
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
古
代
が
息
づ
い
て
い
る
。

地
名
や
伝
承
、
景
観
は
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
今
後
も
長
く
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
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う
に
播
磨
国
風
土
記
に
書
き
記
さ
れ
た
地
名
や
伝
承
、
景
観
は
古
代
の
福
崎
を
知
る
上
で
の
ひ
と
つ
の
素
材
で
あ
る
が
、
福
崎
の
歴
史
を
塗
り

替
え
る
大
き
な
可
能
性
を
も
つ
魅
力
的
な
史
料
群
で
も
あ
る
。
風
土
記
編
纂
か
ら
一
三
〇
〇
年
と
い
う
今
年
を
機
に
、
風
土
記
に
親
し
み
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
風
土
記
を
学
び
な
が
ら
福
崎
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
機
会
を
今
後
と
も
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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岡
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